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立正大学の

お問い合わせ（入試センター）
TEL 03-3492-6649

アンケートに答えて
キャンパスグッズを
もらおう !

大学祭と同時開催! 

仏教学部両学科に新コース誕生!N E W

れ
ま
で
も
授
業
時
に
学
生
に
意
見
を

求
め
な
が
ら
進
め
る
講
義
は
あ
り
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
主
体
的
な
発
言
を
引
き

出
せ
ず
、
ま
た
教
員
と
学
生
の
一
対
一
の
や
り

取
り
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
し
た
。
そ
こ
で
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
学
生
の
回
答
を
ス
ク
リ
ー

ン
へ
投
影
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

学
生
は
異
な
る
意
見
や
多
様
な
思
考
過
程
の

存
在
を
知
る
こ
と
で
多
く
の
刺
激
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
教
員
に
と
っ
て
も
、
授
業
の
活
性
化

は
も
と
よ
り
、
学
生
の
理
解
度
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
確
認
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
度
は
「
大
気
大
循
環
論
」「
災
害
・
防
災
地

図
の
作
成
と
利
用
」
を
は
じ
め
10
回
以
上
も
の

双
方
向
授
業
を
公
開
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

方
向
授
業
を
実
践
す
る
と
、
講
義
の

正
味
時
間
が
減
少
し
ま
す
。そ
こ
で
、

10
分
程
度
の
予
習
用
動
画
を
作
成
し
て
、
学

生
が
気
軽
に
W
e
b
上
で
閲
覧
で
き
る
環
境

を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
授
業
内
で

よ
り
有
意
義
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う

た
め
に
は
予
習
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
や
む
を

得
ず
欠
席
し
た
場
合
で
も
授
業
内
容
を
フ
ォ

ロ
ー
で
き
る
ほ
か
、
学
生
か
ら
の
質
問
も
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
、
か
つ
深
い
内
容
に
変
化
す

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
予
習
用
動
画

は
、地
理
学
科
1
年
次
必
修
科
目
で
あ
る「
基

礎
地
図
学
お
よ
び
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
皮
切
り

に
順
次
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
実
験
実

習
科
目
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
の
誕
生
以
前
か
ら
そ

の
要
素
を
含
ん
で
い
ま
し
た
が
、
問
題
発

見
・
課
題
解
決
型
学
習
（PBL:Problem

 
Based Learning

）の
積
極
的
導
入
な
ど
、

あ
ら
た
め
て
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
セ
ミ

ナ
ー
と
は
何
か
」
と
い
う
議
論
を
組
織
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、熊
谷
市
を
は
じ
め
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
地
域
と
の
連
携
を

さ
ら
に
強
め
、
地
域
に
お
け
る
実
践
的
学
び

の
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ッ
ト
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
、

「
本
物
」
に
直
接
触
れ
る
…
。
ネ
ッ

ト
上
の
バ
ー
チ
ャ
ル
資
料
は
手
軽
に
利
用
で

き
て
理
解
の
一
助
に
な
り
ま
す
が
、
実
感
に

乏
し
く
印
象
に
残
り
に
く
い
の
も
事
実
で

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
短
所
を
補
う
た
め
実
物

（
リ
ア
ル
）
教
材
を
併
用
し
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
的
工
芸
品
、
世
界
の
民
族
衣
装
、
食
品
、

動
植
物
標
本
、
石
材
等
の
展
示
物
や
、
地
下

水
簡
易
実
験
装
置
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
を
融
合

さ
せ
て
、
よ
り
一
層
、
学
生
の
知
的
好
奇
心

を
引
き
出
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
水
文
学
実

習
、
地
域
研
究
な
ど
の
授
業
で
試
行
し
、
次

年
度
に
は
近
隣
の
中
学
・
高
校
な
ど
に
無
償

貸
与
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

タ
ブ
レッ
ト
を
用
い
た

双
方
向
授
業

予
習
用
動
画
の

作
成
と
公
開

学
生
主
体
の

フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク・
実
習

リ
ア
ル
教
材
の

収
集
と
活
用

　中央教育審議会や文部科学省が大学教育の質的転換を図るために
打ち出した概念で、教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、
学生の能動的な学修を促す教授・学習法の総称。認知的、倫理的、
社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図ること
が狙い。発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれるが、
教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク等
も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。

（平成24年8月28日 中央教育審議会答申より）

新たな学びのかたち
「アクティブ・ラーニング」

～教育方法の共有を進め、大学全体で
カリキュラムの見直しを加速～

　文部科学省「大学教育再生加速プログラム（AP）」のアクティブ・ラー
ニング部門で採択されて5カ月。そのフロントランナー役の地球環境
科学部では、設備の充実、教職協働、研究授業や教員相互のピアレ
ビューの実施など、今後の全学展開を視野に入れた基盤づくりを進
めてきました。今回はプログラムの4本柱の内容を紹介します。

ネ

双こ

フ

目　標
●学生の主体力向上

●基礎学力の定着

●教育の効率化

●教員指導能力の向上

効　果
●学生の学修モチベー
ションの向上

●学生の「社会で生きる
チカラ」の向上

●他学部へのアクティ
ブ・ラーニングの普及

●近隣中学高校・地方自
治体との地域連携

タブレットPCを
利用した
双方向教育

フィールドワーク
実習科目での
ワークショップ

予習用動画の
作成と公開

リアル授業資料の
収集と活用

シリーズ

「立正大学の教育改革」

講義科目とフィールドワーク実施科目におけるアクティブ・ラーニングの実践

アクティブ・
ラーニング
とは

1

2
面
へ
続
く

今号から４ページ増えてパワーアップ
教育改革の取組を、毎号、特集を組んで紹介します。
センターページには、学事日程・学内イベントを一
挙掲載。クラブ活動、課外活動など、学生が主役
のページを増やし、学生記者も参加して、活気あふ
れる立正大学学園の姿をお伝えします。

7月までのイベント情報が満載。見逃せない
企画もたくさんあります。ぜひご覧ください。要チェック!



　本学の「大学教育再生加速プログラム（AP）」が採択され、本学は教育改革モデル校として社会的に認めら
れました。採択から5か月。具体的にどのような教育が行われ、どのような成果が生まれているのか。大いに注
目されています。ここでは、山崎和海学長と、古河良晧理事長から寄せられたメッセージを紹介します。

主体的な学びで、おもしろき人生を
学長 山崎 和海

立正精神と社会への貢献
理事長 古河 良晧

年
5
月
よ
り
、
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
6
号
館
2

階
に「
り
る
こ
む（RiLLCom

＝R
issho U

niversity 
L

ib
rary

 L
earn

in
g 

Com
m

ons

）」
が
開
館
し
て
い

ま
す
。

　
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」

と
は
、「
学
ぶ
こ
と
（
ラ
ー
ニ

ン
グ
）
の
で
き
る
共
有
の
場

（
コ
モ
ン
ズ
）」
の
こ
と
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
議
論
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
、
利
用
す

る
学
生
同
士
が
活
発
に
学
び
合

え
る
総
合
的
な
学
修
の
場
と
し

て
活
用
す
る
も
の
で
、「
り
る

こ
む
」
で
は
、
大
き
く
4
つ
の

ス
テ
ッ
プ
（「
知
る
」「
気
づ
く
」

「
練
り
上
げ
る
」「
発
信
す
る
」）

を
循
環
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ

で
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
こ
と
で
、

個
々
の
持
つ
「
力
」
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
仲
間
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
練
習

　

本
学
に
は
文
学
部
を
中
心
に

多
く
の
教
員
を
輩
出
し
て
き
た

伝
統
が
あ
り
ま
す
が
、
採
用
枠

自
体
の
縮
小
も
相
ま
っ
て
、
近

年
は
教
職
に
就
く
学
生
が
減
少

し
て
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

国
レ
ベ
ル
で
も
教
員
養
成
と
教

員
免
許
の
在
り
方
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

な
か
で
、
本
学
で
は
、
従
来
型

の
限
界
を
超
え
て
、
時
代
の
要

請
に
応
え
、
か
つ
教
員
養
成
の

実
を
上
げ
る
た
め
、
教
職
教
育

を
総
合
的
・
機
能
的
に
つ
か
さ

ど
る
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

全
学
的
な
教
育
改
革
の
一
環

と
し
て
開
設
さ
れ
た
本
セ
ン

タ
ー
。
将
来
的
に
は
初
等
教
育

や
特
別
支
援
教
育
も
視
野
に
入

れ
、
ま
た
共
通
教
育
機
構
（
仮

称
）
の
一
翼
を
担
う
べ
く
企
図

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
教
育
委
員

会
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

本
学
な
ら
で
は
の
養
成
し
よ
う

と
す
る
教
員
像
の
確
立
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
に
も
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ロ
や
凶
悪
犯
罪
が
多
発

し
、
経
済
格
差
が
構
造

化
す
る
な
ど
、
社
会
全
体
の
重

苦
し
い
空
気
の
中
で
、
若
者
が

な
か
な
か
希
望
を
見
い
だ
せ
な

い
の
は
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
時
代
だ

か
ら
こ
そ
一
層
重
要
な
意
味
を

持
つ
と
確
信
す
る
の
が
、
本
学

が
10
年
前
か
ら
掲
げ
る
教
育
目

標
「『
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス

パ
ー
ト
』
を
育
む
。」
で
、
こ

れ
は
、
モ
ラ
ル
と
い
う
確
か
な

正
大
学
学
園
の
寄
附
行

為
に
は
、「
真
実
を
求

め
人
類
社
会
の
和
平
の
実
現
を

念
願
す
る
立
正
精
神
に
基
づ
く

教
育
を
行
い
、
有
能
な
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。」
と
高
ら
か
に
「
立
正
精

神
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
立
正
大
学
の
建
学
の
精
神
に

も
受
け
継
が
れ
、
第
16
代
学
長

の
石
橋
湛
山
先
生
の
代
に
は
、

「
真
実
を
求
め
至
誠
を
捧
げ
よ
う
」

「
正
義
を
尊
び
邪
悪
を
除
こ
う
」

な
ど
が
可
能
な
学
修
ス
ペ
ー
ス

で
、
机
や
椅
子
を
自
由
に
移
動

し
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
、
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
し

て
、
好
み
の
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
た

学
修
空
間
を
作
り

出
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
グ

ル
ー
プ
学
修
な

ど
に
積
極
的
に

利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。「
り
る

こ
む
」
は
、
図

書
館
や
古
書

資
料
館
に
も

設
置
さ
れ
て

資
質
と
か
け
合
わ
せ
な
が
ら
、

自
ら
考
え
、
専
門
性
を
深
め
、

実
践
し
、
そ
の
教
訓
を
再
び
自

ら
の
学
び
や
資
質
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
な
自
律

性
・
循
環
性
の
あ
る
人
材
を
輩

出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

10
年
前
と
い
う
の
は
、
国
が
教

育
の
質
的
転
換
（
能
動
的
な
学

修
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
）
を
推

進
す
る
方
針
を
打
ち
出
す
よ
り

も
前
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
本
学
が
昨
年

「
和
平
を
願
い
人
類
に
尽
そ
う
」

と
謳
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
立
正
」
の
語
は
、
鎌

倉
時
代
に
活
躍
し
た
日
蓮
聖
人

の
著
述
『
立
正
安
国
論
』
に
よ

る
も
の
で
す
。
そ
の
冒
頭
に
は

自
然
災
害
や
飢
饉
、
疫
病
で
犠

牲
と
な
っ
た
人
々
へ
の
哀
惜
の

念
が
記
さ
れ
、
本
論
で
は
『
法

華
経
』
と
い
う
仏
陀
釈
尊
の
正

当
な
教
え
を
広
め
る
こ
と
に
よ

り
個
人
の
安
穏
と
世
の
中
の
安

寧
が
実
現
す
る
、
と
大
い
な
る

文
科
省
A
P
（
大
学
教
育
再
生

加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
部
門
で

採
択
さ
れ（
採
択
率
9
・
6
％
）、

“
教
育
改
革
モ
デ
ル
校
”
の
一

つ
と
な
っ
た
こ
と
は
、
本
学
が

教
育
目
標
の
追
求
の
た
め
に
10

年
間
に
わ
た
っ
て
鋭
意
進
め
て

き
た
、
新
た
な
授
業
デ
ザ
イ
ン

の
開
発
や
学
修
環
境
の
整
備
、

地
域
連
携
の
拡
大
な
ど
の
取
り

組
み
の
一
つ
の
結
果
だ
と
も
い

え
ま
す
。

　

お
も
し
ろ
き
こ
と
も
な
き
世

を
お
も
し
ろ
く
―
― 

封
建
制

の
閉
塞
を
打
ち
破
っ
た
幕
末

の
英
雄
・
高
杉
晋
作
の
言
葉
で

す
。
社
会
の
現
状
を
変
革
す
る

の
は
い
つ
の
世
も
主
体
的
な

若
者
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
無
限

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
主
体

的
な
学
び
で
自
ら
の
人
生
を
、

そ
し
て
社
会
を
、
お
も
し
ろ
き

も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

希
望
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
立
正
精
神
」
と
は

こ
う
し
た
立
正
安
国
の
教
え
に

基
づ
き
、
真
理
を
求
め
、
正
し

き
を
立
て
て
社
会
に
貢
献
し
、

他
者
へ
の
共
感
を
も
っ
て
個
人

と
社
会
全
体
の
安
穏
の
実
現
を

図
る
と
い
う
も
の
で
す
。
今
日

で
は
地
域
社
会
や
国
際
社
会
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
貢
献
す
べ

き
こ
と
を
促
す
精
神
と
理
解
で

き
、
そ
の
一
方
で
こ
の
混
迷
の

時
代
に
正
義
を
貫
い
て
社
会
の

不
正
な
ど
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
と

い
う
意
味
も
く
み
取
れ
ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
が
激
し
い

昨
今
で
す
が
、
本
学
園
は
常
に

こ
の
「
立
正
精
神
」
の
下
に
教

育
と
研
究
活
動
を
展
開
し
、
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
べ
き
人
材

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
設
備
が
異
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
2
0
1
5
年
度
に

は
、
品
川
・
11
号
館
3
階
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
と
6
号

館
地
下
1
階
の
ス
ペ
ー
ス
も

「
カ
フ
ェ
を
備
え
た
、
よ
り
拡

充
し
た
機
能
を
持
つ
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
コ
モ
ン
ズ
」
と
し
て
、
互

い
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
合
う

開
放
的
な
場
所
へ
と
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
予
定
で
す
。

申し込みは1名からOK! 好きな日に少しだけ、マ
イペースで勉強できます

　RiLLComでは、利用者向けサポートサー
ビスの一環として、パソコン操作に自信の
ない人やワンポイント的に学習したいとい
う人に向けて、オンデマンド講習会「りる
さぽ」を行っています。マンツーマン、少
人数体制で、ご希望の内容・日時に受講す
ることができます。レッスンメニューも豊
富にご用意しています。ぜひ、お気軽にご
利用下さい!

◆開催日：繁忙期を除く月曜日～金曜日
◆対象：学生・教員・職員
◆対象人数：1名～（6名以上の場合は応相談）
◆内容：Word、Excel、PowerPoint、情

報検索、Webメール、アプリ連携、
印刷・スキャン、その他（PDF、
学内ネットワークサービス、便利
な機能）

◆学習場所：品川キャンパス6号館2階
◆申し込み方法
　１.   約100種類のレッスンメニューから

希望内容を自由に選択

　２.   翌日以降で下記より都合の良い開始時
間を選択（下記以外は応相談）

　　  ①10:30　②13:00　③14:00
　　  ④15:00　⑤16:00　⑥17:00
　３.    申込用紙に必要事項を記入して所定の

カウンターへ提出
◆申し込み場所（お問い合わせ場所）
　  品川キャンパス11号館2階／ 3階／ 6号

館2階（RiLLCom G）インストラクター
カウンター

　（品川学術情報サービス課 03-3492-6615）

RiLLComの「りるさぽ」
Word、ExcelからPowerPoint、アプリ連携…
インストラクターが優しくサポートします

利用時間は月曜から土曜までの10時から20
時まで。たっぷり利用できます

仲間とのディスカッ
ションやプレゼン練
習、グループ学修に、
いろいろなことに利
用できます

新たな学びのかたち
「アクティブ・
ラーニング」

シリーズ
「立正大学の教育改革」

1

能
動
的
な
学
修
の
た
め
の
空
間
、

ラ
ー
ニ
ン
グ・コ
モ
ン
ズ

「
り
る
こ
む
」

～
学
び
の
場
は
教
室
内
だ
け
で
は
な
い
～

ポ
ー
ト
作
成
時
や
授
業

で
つ
ま
づ
い
た
点
や
、

効
率
良
く
作
業
を
行
う
コ
ツ
ま

で
、皆
さ
ん
に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
ご
提
案
し
ま
す
。
初
心
者
の

方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
お
得

な
情
報
が
ゲ
ッ
ト
で
き
る
こ
と

間
違
い
な
し
! 

利
用
者
か
ら
は

「
私
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
感
想
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
気
軽
に
活
用
し
、
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
! 

お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

昨

レ

テ立

メーンスタッフ
黒田陽子さん

り
る
さ
ぽ
ス
タ
ッ
フ
か
ら

ジ
ー
セ
ッ
メ

グループ利用にとても便利。机や椅子も自由に配置できます

古
豪
復
活
へ
の
狼
煙

教
職
教
育
セ
ン
タ
ー

今
春
よ
り
ス
タ
ー
ト
！
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本
年
2
月
9
日
と

10
日
の
両
日
、
本
学

の
山
崎
和
海
学
長
が

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義

共
和
国
の
首
都
ハ
ノ

イ
に
あ
る
「
ハ
ノ
イ

大
学
」「
F
P
T
大

学
」「
タ
ン
ロ
ン
大

学
」
の
３
大
学
を
訪

問
し
、大
学
間
交
流
・

学
生
交
換
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
近
年
、
日
本

語
学
科
が
次
々
に
開
設
さ
れ
、

日
本
語
や
日
本
文
化
に
対
す
る

関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
後
こ
れ
ら
ベ
ト
ナ
ム
の

大
学
か
ら
の
留
学
生
の
受
入
れ

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
本
学

学
生
の
視
野
の
拡
大
や
相
互
理

解
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
学
は
、
今
後
も
ベ
ト
ナ
ム

や
タ
イ
を
は
じ
め
、
経
済
的
に

急
速
に
躍
進
し
て
い
る
東
南
ア

ジ
ア
地
域
の
大
学
と
の
交
流
を

加
速
化
さ
せ
、
こ
れ
ら
国
々
の

発
展
の
活
力
を
取
り
込
み
つ
つ
、

本
学
学
生
の
国
際
社
会
で
活
躍

す
る
基
礎
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

2
月
22
日
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
「
第
9
回
産
学
官
連
携

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
立
正
大
学
、
熊
谷
市
、

熊
谷
商
工
会
議
所
、
く
ま
が
や

市
商
工
会
の
四
者
が
2
0
0
7

年
に
締
結
し
た
「
産
学
官
連
携

に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
に
基

づ
き
、
地
域
社
会
の
発
展
と
人

材
育
成
を
目
指
す
「
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
地
域
安
全
に
関
す
る

基
調
講
演
と
事
例
報
告
を
通
し

て
、
地
域
社
会
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
へ
の
正
し
い
理
解

促
進
と
防
犯
意
識
の
啓
発
を
目

指
す
と
と
も
に
、
産
学
協
働
事

業
の
実
例
を
紹
介
し
、
大
学
と

企
業
の
連
携
の
あ
り
方
を
考
察

し
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
、
文
学
部
の
小

宮
信
夫
教
授
が
「
防
犯
ま
ち

づ
く
り
の
手
法 

～ 

地
域
安
全

マ
ッ
プ
と
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
・

パ
ト
ロ
ー
ル 

～
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
基
調
講
演
を
、
ま
た
昨
年

度
取
り
組
ん
だ
日
本
酒
制
作
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
学
生
が
産
学

連
携
に
関
す
る
事
例
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
、
石
橋
湛
山
記
念

講
堂
（
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に

お
い
て
、第
99
回
公
開
講
座『
踏

み
出
す
一
歩
、
そ
し
て
変
わ

る
世
界 

～
平
和
の
祭
典
が
教

え
て
く
れ
た
大
切
な
こ
と
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
す
る
に
は
」「
差
別
や
偏

見
を
な
く
す
に
は
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
。
在
学
生
が
運
営
を
担

当
し
、
付
属
校
と
准
付
属
校

の
高
校
生
も
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
郷ご

う

農の
う

彬あ
き

子こ

さ
ん

は
、
50
年
前
の
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
以
来
、

国
際
社
会
で
差
別
や
格
差

と
向
き
合
っ
て
き
た
起
業

家
で
す
。
若
者
に
託
す
思

い
を
静
か
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

大
学
と
企
業
の
連
携
の
あ
り
方
を
考
察

2020年の
東京五輪に向けて
公開講座を開催

ウズベキスタン
学術調査隊が

活動報告会
開 催

平
成
26
年
度「
地
球
環
境
科
学
写
真
賞
」受
賞
者
紹
介

　

地
球
環
境
科
学
部
で
は
、
高

校
生
の
地
球
環
境
へ
の
関
心
と

理
解
を
深
め
、
そ
の
観
察
力
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
地

球
環
境
科
学
写
真
賞
」
を
設

け
、
広
く
日
本
全
国
の
高
校
生

に
科
学
写
真
の
公
募
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
写
真
賞
は
「
4
枚

の
写
真
と
写
真
説
明
文
で
自
然

を
語
る
」こ
と
に
特
色
が
あ
り
、

金
賞
、
銀
賞
、
特
別
奨
励
賞
、

奨
励
賞
を
設
け
て
い
ま
す
。
第

3
回
と
な
っ
た
昨
年
度
は
計
33

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
以
下
の

と
お
り
各
賞
の
受
賞
者
が
決
定

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

2
月
28
日
、
テ
レ
ビ
朝
日
系

列
で
日
曜
朝
8
時
よ
り
放
映

の『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ド
ラ
イ
ブ
』

の
撮
影
に
協
力
。
ヒ
ロ
イ
ン
役

の
内
田
理
央
さ
ん
と
敵
役
の
上

遠
野
太
洸
さ
ん
を
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
に
迎
え
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン

シ
ー
ン
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
つ
の
シ
ー
ン
を
ア
ン
グ

ル
を
変
え
て
何
度
も
撮

る
た
め
、
撮
影
は
一
日

が
か
り
で
す
。「
本
番
！
」

の
声
と
と
も
に
張
り
詰

め
る
空
気
、
弾
着
（
発
火

装
置
）
の
音
、
ス
ー
ツ
ア

ク
タ
ー
の
迫
力
に「
現
場
」

を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

（
学
生
記
者
・
経
営
学
部
2
年
　
上
田
英
智
）

　

仏
教
の
東
西
伝
播
に
関
わ
る

歴
史
文
化
の
諸
相
解
明
を
目
的

と
し
て
組
織
さ
れ
た
立
正
大
学

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
学
術
調
査
隊

は
、
2
月
27
日
、
品
川
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
2
0
1
4
年
度

の
調
査
結
果
の
報
告
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

報
告
者
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
共
和
国
ス
ル
ハ
ン
ダ
リ
ヤ
州

テ
ル
メ
ズ
市
郊
外
の
主
要
仏
教

遺
構
で
あ
る
カ
ラ
・
テ
パ
遺
跡

等
へ
赴
い
て
調
査
を
実
施
し
た

安
田
治
樹
隊
長
、
池
上
悟
副
隊

長
、
顧
問
の
加
藤
九
祚
氏
を
は

じ
め
と
す
る
6
名
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

中
外
日
報
社
、
立
正
大
学
博
物

館
、
池
上
本
門
寺
、
そ
し
て
学

内
の
教
職
員
・
学
生
な
ど
約
40

名
の
聴
衆
が
、
発
掘
に
関
す
る

隊
の
苦
労
や
伽
藍
遺
構
に
残
さ

れ
た
謎
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

調
査
隊
は
、
今
年
度
も
現
地

に
赴
き
、
紀
元
後
数
世
紀
の
間

の
こ
の
地
域
に
お
け
る
仏
教
文

化
の
史
的
展
開
、
取
り
分
け
ガ

ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
波
及
と
変
容
の

様
態
を
跡
付
け
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

この日は安田隊長や池田副隊長らが詳細な報告を行いました

今回の協定締結によって、東南アジア地域の大学と
の交流の加速化が期待されます

日本酒制作プロジェクトに参加した
学生たちも事例報告を行いました

在学生や高校生も参加したトーク
セッションも大いに盛り上がりました

今回撮影したシーンは４月に放送の予定です

文学部哲学科

金井淑子 先生

　

人
間
は
弱
い
生
き
物
で
あ

り
、
そ
の
う
え
、
現
代
社
会
は

固
有
の
生
き
難
さ
を
抱
え
、人
々

の
内
面
は
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
に

傷
つ
い
て
い
る
。
自
分
の
中
の

痛
み
や
生
き
難
さ
の
感
情
か
ら

目
を
そ
ら
さ
ず
、「
弱
さ
」
と
向

き
合
う
「
自
己
へ
の
ケ
ア
」
の

視
点
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
本
学

が
掲
げ
る
21
世
紀
へ
の
新
た
な

教
学
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン「
ケ
ア
ロ
ジ
ー

（
ケ
ア
学
）
創
成
」
に
重
ね
て
伝

え
ま
し
た
。
複
雑
な
世
界
を
生

き
延
び
る
た
め
の
技
法
と
知
恵

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
、
と
。

経済学部経済学科

五味久壽 先生

　

現
実
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、

目
的
意
識
を
持
つ
の
が
人
間
の

特
質
で
す
。
人
間
の
頭
脳
は
特

定
機
能
を
持
た
な
い
分
野
が
多

く
、
全
体
が
巨
大
な
階
層
構
造

を
成
す
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。

デ
ー
タ
の
集
積
と
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
の
比
較
は
機
械
学
習
で
も

可
能
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
正
確

な
繰
り
返
し
動
作
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
デ
ジ
タ
ル
革
命
は
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
形
成
す
る
人

間
の
学
習
と
言
語
に
よ
る
思
考

の
役
割
を
問
い
直
し
て
い
ま
す
。

経済学部経済学科

今井賢 先生

　

長
い
間
、
立
正
大
学
の
学
生

諸
君
と
共
に
学
び
合
え
た
こ
と

を
、
と
て
も
幸
せ
に
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
諸
君
を
見
て

き
て
思
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
個
性
豊
か
で
、
良
い
も
の
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
は
真
実
で
す
。
そ
の
輝
か
し

い
個
性
を
社
会
で
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
自
信
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
大
学
で

培
っ
た
経
験
は
、
こ
れ
か
ら

先
、
諸
君
が
社
会
で
生
か
し
て

こ
そ
、
意
味
を
持
ち
ま
す
。
未

来
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
に
、
ど
う
か
、
自
信
と
、
そ

し
て
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

社会福祉学部子ども教育福祉学科

石井富美子 先生

　

文
字
ど
お
り
の
「
学
問
＝
疑

問
を
投
げ
掛
け
る
学
び
の
世

界
」
を
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
世

界
は
、
い
つ
も
新
鮮
で
、
驚
き

と
感
激
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
、
生
涯
消
え
る

こ
と
の
な
い
「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ワ
ン
ダ
ー
＝
不
思
議
さ
に
目
を

見
張
る
感
性
」（
レ
イ
チ
ェ
ル
・

カ
ー
ソ
ン
）
を
培
う
に
は
、
感

動
を
分
か
ち
合
う
大
人
が
必
要

で
す
。
学
生
時
代
に
、
子
ど
も

に
寄
り
添
え
る
感
性
を
大
い
に

磨
き
ま
し
ょ
う
。

地球環境科学部環境システム学科

佐竹研一 先生

　

人
生
に
は
多
く
の
人
々
と
の

出
会
い
や
自
然
と
の
出
会
い
が

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
が
あ

り
ま
す
。
発
見
と
は
何
で
し
ょ

う
。
私
は
発
見
に
は
、
単
に
あ

る
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
何
か
と
何
か
の
相
互

関
係
を
知
る
こ
と
や
、
何
か
の

意
味
を
知
る
こ
と
や
、
何
か
の

価
値
を
知
る
こ
と
な
ど
が
大
切

な
要
素
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
の
皆

さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
た
く
さ
ん

の
発
見
を
期
待
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ベト
ナ
ム
の

　
3
大
学
と

『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ド
ラ
イ
ブ
』

 

の
撮
影
に
協
力

寛保二年に起きた荒川の洪水について、秩父郡長瀞町に残る碑と、
現在の荒川について調査しています

「里山で見つけたトウキョウサンショウウオ」色摩隆之（埼玉県立小川高等学校）
「1匹のオリーブハマチから」関川佳那（ノートルダム清心女子高等学校）
「四季の雲」関口 拓真（城西大学付属川越高等学校）
「オオイタサンショウウオの成長」船越 史佳（ノートルダム清心女子高等学校）
「ミズアオイを守るために」吉村朋乃佳（ノートルダム清心女子高等学校）
「助け合い、支えあう」佐藤里奈（ノートルダム清心女子高等学校）

坂口陸、五重目和成、播磨彩夏、西本優姫、新谷紗希、松枝友菜、岡谷実冶子、
佐藤翔月、山崎達朗、新井知宏、関裕太、押江佳之、久保晃大、山岡歩美、
須藤綾乃、梅原千夏子、原康平、小久保健哉、山崎達朗

「寛保二年の洪水 位磨崖標」
尾上由衣（埼玉県立小川高等学校）

立正大学で永年にわたり学生を慈しみ、研究者として業績を積まれた先生方が平成27年3
月に定年退職されました。その先生方から、立正大生に伝えたいメッセージを頂きました。

退職される先生方からメッセージ

金賞

銀賞

特別
奨励賞

交
流
協
定
を
締
結

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催



　

文
学
部
は
2
0
1
4
年
度
か

ら
、
仏
教
学
部
と
共
同
で
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
カ
ラ
・
テ
パ

遺
跡
の
調
査
を
始
め
ま
し
た
。
こ

の
遺
跡
は
3
～
4
世
紀
の
仏
教

遺
跡
で
あ
り
、
州
都
で
あ
る
テ
ル

　

経
営
学
部
産
学
連
携
の
一
環
と

し
て
浦
野
ゼ
ミ
で
は
、
新
宿
に
あ

る
日
本
の
超
高
層
ホ
テ
ル
の
先
駆

け
的
存
在
で
も
あ
る
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
と
日
本
文
化
を
背
景
に
し

た
「
お
も
て
な
し
」
と
呼
ば
れ
る

高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

学
術
面
・
実
務
面
、
両
面
か
ら
の

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
2
月
に
は
、
ゼ
ミ
の
2
、

3
年
生
36
名
が
6
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
、「
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

　

昨
年
11
月
30
日
、
今
回

で
20
回
目
と
な
る
経
済
学

部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
を

運
営
す
る
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

協
議
会
」
は
学
生
主
体
の

組
織
。
学
生
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大

会
を
運
営
す
る
こ
と
は
経

済
学
部
の
誇
る
べ
き
伝
統

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ゼ
ミ
活
動
は
、
１
年
次

の
学
修
の
基
礎
Ⅱ
で
行
わ

れ
る
説
明
会
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
１
年
生
は
、
こ
こ

で
教
員
や
ゼ
ミ
生
か
ら
テ
ー
マ
や

活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ゼ

ミ
選
び
を
考
え
始
め
、
毎
年
行
わ

れ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
を
聴
講
し

て
志
望
ゼ
ミ
を
決
定
し
、
選
抜
に

望
み
ま
す
。

　

2
年
生
、
3
年
生
に
と
っ
て
、

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
が
た

ち
ま
し
た
。
仏
教
学
部
で
は
、
毎

年
こ
の
時
期
に
未
曾
有
の
災
害
に

よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
追

悼
と
、
被
災
地
の
復
興
祈
願
を
目

的
し
て
唱
題
行
脚
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
3
月
9
～
11
日
、

学
部
・
大
学
院
学
生
有
志
37
名
が

参
加
し
、
宮
城
県
仙
台
市
の
日

蓮
宗
本
山
孝
勝
寺
を
拠
点
に
、

同
市
を
は
じ
め
、
名
取
市
・
石

巻
市
・
女
川
町
お
よ
び
福
島
県

福
島
市
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
が
発
生
し
た
11
日
に
は
、
本

学
礼
拝
室
（
5
3
2
教
室
）
に

て
法
要
を
営
み
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
入
学
生
よ
り
、

新
コ
ー
ス
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

多
様
な
領
域
か
ら
な
る
仏
教
学

の
学
び
の
体
系
を
よ
り
わ
か
り

メ
ズ
の
街
の
郊
外
の
大
河
ア
ム
ダ

リ
ヤ
の
北
岸
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
遺
跡
は
高
さ
5
～
10
メ
ー
ト

ル
の
3
つ
の
丘
の
上
に
展
開
し
て

お
り
、
調
査
の
対
象
と
し
た
北
丘

に
は
東
西
45
メ
ー
ト
ル
、
南
北
50

メ
ー
ト
ル
の
規
模
の
僧

院
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、

南
・
北
・
東
の
3
方
向

に
方
形
基
壇
の
大
形
仏

塔
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
は
僧
院
の

西
側
の
通
路
部
分
を
対

象
に
実
施
し
、
連
接
す

る
僧
坊
の
入
り
口
、
壁

の
下
部
に
付
設
さ
れ
た

段
状
施
設
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
仏
教
伽

藍
の
壁
面
を
装
飾
し
て

い
た
壁
画
の
破
片
、
塑

像
の
破
片
、
土
器
片
な

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

お
け
る
“
お
も
て
な
し
”
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
」
を
企
画
・
立
案

し
、
経
営
管
理
支
配
人
や
総
務
支

配
人
、
人
材
開
発
支
配
人
ほ
か
社

員
の
方
々
を
前
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
提
案
し
た
案
の
い
く
つ
か

は
、「
非
常
に
面
白
く
、
実
現
可

能
性
が
高
い
」
と
評
価
さ
れ
、
現

在
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
宿
で

実
現
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

ゼ
ミ
大
会
で
の
発
表
は
1
年
生
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
場
で
す
か
ら
、
自

ず
と
報
告
に
力
が
入
り
ま
す
。
そ

の
姿
を
目
の
当
た
り
す
る
1
年
生

も
ゼ
ミ
選
び
に
真
剣
で
す
。
こ
う

し
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
伝
統
が
受
け

継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。

や
す
く
示
す
た
め
、
宗
学
科
に
新

た
に「
法
華
仏
教
コ
ー
ス
」と「
日

本
仏
教
コ
ー
ス
」を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
仏
教
学
科
は
仏
教
思
想
歴

史
専
攻
コ
ー
ス
を
「
思
想
・
歴
史

コ
ー
ス
」に
、仏
教
文
化
専
攻
コ
ー

ス
を
「
文
化
・
芸
術
コ
ー
ス
」
に
、

そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
し
ま
す
。

学
生
主
体
で
運
営
す
る

経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

経済学部

仏
教
学
部
と
共
同
で

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
遺
跡
を
調
査

文学部

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
と

産
学
連
携

経営学部

被
災
地
の
復
興
祈
願
を
目
的
に

唱
題
行
脚
を
実
施

仏教学部

京王プラザホテルは日本初の超高層ホテ
ル（上）。ゼミ生たちは、社員の方々を前
にさまざまな提案を行いました

今後も継続して遺跡の調査を進め、仏教寺院の内容を明らかにして
いきます

大震災の犠牲となった方々の追悼と、現地の復興・平安祈
願を目的とし、有志37名で被災地の唱題行脚を行いました

アピールする2、3年生もそれを聴く1年生もみんな真剣です

　

金
融
論
の
研
究
者
と
い
う
と
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
は
無
縁
だ

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
金
融
論

は
実
学
で
す
か
ら
、
先
進
国
に
限

ら
ず
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
か
け

て
い
き
ま
す
。
昨
年
は
、
院
生
・

ゼ
ミ
生
ら
と
共
に
、
中
国
、
中
米

５
カ
国
（
グ
ア
テ
マ
ラ
、
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
ニ

カ
ラ
グ
ア
、
コ
ス
タ
リ
カ
）
と
パ

ナ
マ
に
調
査
に
行
き
ま
し
た
。

　

中
国
で
は
、
私
が
客
員
教
授

を
し
て
い
る
上
海
の
華
東
師
範
大

学
で
院
生
2
人
に
金
融
教
育
、
マ

イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
報
告
さ

せ
、
そ
の
ま
ま
、
天
津
の
取
引
所

（
商
品
の
直
物
取
引
所
）
に
赴
い

て
調
査
。
中
米
で
は
、
調
査
の
合

間
に
５
カ
国
の
日
本
大
使
と
お

会
い
で
き
ま
し
た
。
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
で
は
地
域
通
貨
の
調
査
、
ニ

カ
ラ
グ
ア
な
ど
で
は
ド
ル
化
の
問

題
、
コ
ス
タ
リ
カ
で
は
環
境
問
題

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
調
査
行

で
し
た
。
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
地

域
通
貨
は
、
経
済
学
部
の
季
報
に

ペ
ー
パ
ー
を
載
せ
て
い
ま
す
。
経

済
学
部
以
外
の
学
生
諸
君
に
も
、

ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。ゼ
ミ
生
・
院
生
ら
に
と
っ

て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
（
連
れ
て
い
く
の
は

林 

康
史

経
済
学
部 

教
授

　

学
外
で
は
、
３
年
前
か
ら
日
本

学
生
支
援
機
構
で
機
関
保
証
制
度

検
証
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て

お
り
、
日
々
、
奨
学
金
制
度
を
今

2
0
1
5
年
は
日
・
中
米
交
流
年

何
か
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か

イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
一
般
的

に
、
担
保
と
な
る
よ
う
な
資
産
を

持
た
な
い
人
た
ち
に
行
う
小
口
の

無
担
保
融
資
な
ど
の
金
融
サ
ー
ビ

ス
）
と
理
念
・
仕
組
み
が
類
似
し

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
奨
学
金
の
制
度
に
応
用
で

き
な
い
か
、研
究
会
を
立
ち
上
げ
、

本
格
的
に
検
討
を
始
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
創
始
者
で

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ム

ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
博
士
か
ら
も「
何

か
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
答
え

る
」
と
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

心
強
い
か
ぎ
り
で
す
。博
士
は「
学

ぶ
べ
き
理
論
は
教
室
の
外
の
あ
ら

大
変
で
す
が
）。

　

今
年
は
「
2
0
1
5
年
日
・
中

米
交
流
年
」。
日
本
と
中
米
5
カ

国
が
国
交
を
樹
立
し
て
か
ら
80
周

年
に
当
た
り
ま
す
。
何
か
お
役
に

立
て
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ゆ
る
場
所
に
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
言
葉
が
私
の
背

中
を
後
押
し
し
た
の
も
事
実
で
す

（
博
士
の
自
伝
も
お
薦
め
で
す
）。

　
「
事
件
は
教
室
で
起
き
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
！ 

現
場
で
起
き
て
る

ん
だ
！
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

「事件は現場で起きているんだ！」と話す林先生。中国
からラテンアメリカまで、世界中に出かけていきます

金
融
論
は「
実
学
」

先
進
国
、途
上
国
を
飛
び
回
る

グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
コ
ン
セ
プ
ト

日
本
の
奨
学
金
制
度
に
も
生
か
し
た
い

後
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
頭
を
悩

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
の
制
度
は
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
な
ど
マ

「会社勤めが長いと守備範囲
は広くなりがち」と言う林先
生は、70冊ほどの本も出版
なさっています。写真は『運
とつきあう』（マックス・ギュ
ンター著。林先生の監訳）日
経BP社2012年。先生お薦
めの一冊

「世界遺産の街アンティグア（グアテマラ）を見下ろす十字架の丘
にて。経済研究所の木下直俊先生（右から2番目）や学生と共に

エルサルバドルのスチトト市に
て。地元の警察官と記念撮影。
右から2番目が永田航己君（当
時4年）、中央が松原俊輝君（当
時修士1年）
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3
月
24
日
、「
平
成
26
年
度 

立

正
大
学 

第
91
回
卒
業
証
書
・
学

位
授
与
式
」
が
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
心
理
学
部
で
は
、式
終
了
後
、

　

昨
年
12
月
13
日
、
本
学
社
会
福

祉
研
究
所
が
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
株
式
会
社
ア
ー

ス
取
締
役
副
社
長
の
舩
後
靖
彦
氏

を
お
迎
え
し
て
、『
命
あ
る
限
り 

道
は
拓
か
れ
る
』
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
舩
後
氏

は
A
L
S
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

　

乗
客
「
こ
の
バ
ス
は
森
林
公
園

に
行
き
ま
す
か
」、
運
転
手
「
南

口
と
西
口
の
ど
ち
ら
で
す
か
」、

乗
客
「
初
め
て
来
た
の
で
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
…
」。
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
寄
り
駅
の
一

つ
で
あ
る
森
林
公
園
駅
で
た
び
た

び
見
か
け
る
光
景
で
す
。
こ

の
よ
う
な
場
面
で
役
立
て

ら
れ
る
よ
う
、
地
理
学
科
の

学
生
有
志
が
集
ま
り
、
森
林

公
園
へ
の
バ
ス
ア
ク
セ
ス

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
森
林
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
森
林
公
園

の
来
園
客
、国
際
十
王
交
通
、

川
越
観
光
自
動
車
、
森
林
公

園
駅
、
森
林
公
園
駅
前
交
番

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
地

図
化
す
る
情
報
を
整
理
し

ま
し
た
。

　

１
月
30
日
、
法
学
部
で
は

2
0
1
4
年
度
の
法
学
部
資
格
取

得
奨
励
金
授
与
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
公
務
員
採
用
試
験

や
各
種
の
資
格
試
験
等
に
挑
み
、

目
標
を
達
成
し
た
学
生
の
努
力
を

た
た
え
て
、
よ
り
高
い
目
標
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
奨
励
す
る
法
学
部

恒
例
の
行
事
で
す
。

　

14
年
度
は
、
公
務
員
採
用
試
験

で
は
29
名
（
国
家
一
般
、
県
庁
、

労
働
基
準
監
督
官
等
4
名
、
市
町

村
8
名
、
警
察
官
17
名
）、
資
格

試
験
で
は
、
行
政
書
士
3
名
（
う

ち
１
名
は
3
年
生
）、
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
14
名
（
う
ち
3
名
は

１
年
生
）、
法
学
に
関
す
る
学
力

を
客
観
的
に
評
価
す
る
法
学
検
定

試
験
78
名
、
と
い
う
成
果
が
上
が

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
１
年
生

の
受
験
し
た
法
学
検
定
試
験
ベ
ー

シ
ッ
ク
で
は
、
合
格
者
数
が
全
国

同
じ
く
、
J
R
大
宮
駅
近
辺
に
あ

る
大
宮
ラ
フ
ォ
ー
レ
清
水
園
に
お

い
て
卒
業
祝
賀
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
4
年
生
の
卒
業
を

お
祝
い
す
る
た
め
に
、

毎
年
学
部
主
催
に
よ
り

行
っ
て
い
る
も
の
。
本

年
よ
り
、
参
加
費
が
無

料
と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
例
年
と
比
べ
、
た

い
へ
ん
多
く
の
卒
業
生

に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
総
勢
2
0
0
名
を

超
え
る
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
卒

業
生
は
、
在
学
中
に
教

わ
っ
た
先
生
方
や
同
期

生
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

症
）
で
人
工
呼
吸
器
を
装

着
し
て
い
る
た
め
声
が
出

せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

こ
の
日
は
意
思
伝
達
装
置

を
使
っ
て
の
講
演
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
一

般
市
民
、
学
生
合
わ
せ
て

お
よ
そ
2
0
0
名
で
、
講

演
会
終
了
後
の
握
手
会
に

は
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
子
ど
も
教
育
福

祉
学
科
は
、
今
年
3
月
、

小
学
校
教
諭
1
種
免
許
状

を
取
得
し
た
第
1
期
生
を
送
り
出

し
、
2
人
が
正
規
教
員
と
し
て
埼

玉
県
と
川
崎
市
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
社
会
福
祉
学
科
で
は
、
特
別

支
援
学
校
教
諭
と
し
て
3
名
が
正

規
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
こ
の

4
月
か
ら
埼
玉
県
内
の
特
別
支
援

学
校
の
教
壇
に
立
ち
ま
す
。

メ
ズ
の
街
の
郊
外
の
大
河
ア
ム
ダ

リ
ヤ
の
北
岸
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
遺
跡
は
高
さ
5
～
10
メ
ー
ト

ル
の
3
つ
の
丘
の
上
に
展
開
し
て

お
り
、
調
査
の
対
象
と
し
た
北
丘

に
は
東
西
45
メ
ー
ト
ル
、
南
北
50

メ
ー
ト
ル
の
規
模
の
僧

院
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、

南
・
北
・
東
の
3
方
向

に
方
形
基
壇
の
大
形
仏

塔
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
は
僧
院
の

西
側
の
通
路
部
分
を
対

象
に
実
施
し
、
連
接
す

る
僧
坊
の
入
り
口
、
壁

の
下
部
に
付
設
さ
れ
た

段
状
施
設
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
仏
教
伽

藍
の
壁
面
を
装
飾
し
て

い
た
壁
画
の
破
片
、
塑

像
の
破
片
、
土
器
片
な

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

地
図
の
デ
ザ
イ
ン
に
苦
労
し

て
い
ま
す
が
、
地
理
学
科
の
講

義
で
教
わ
っ
た
技
術
を
実
践
し
な

が
ら
、
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま

の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
頑
張
り

ま
す
。

で
第
3
位
と
な
り
、
立
正
大
学
は

法
学
検
定
協
会
よ
り
優
秀
団
体
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
法
学
部
で
は
、
学
生
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
活
性
化
さ
せ
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

多
数
の
参
加
者
を
集
め

盛
況
だ
っ
た
卒
業
祝
賀
会

心理学部

も
う
迷
わ
な
い
！

「
森
林
公
園
バ
ス
マ
ッ
プ
」
作
成
中

地球環境
科学部

感
動
的
だ
っ
た

社
会
福
祉
研
究
所
の
公
開
講
座

社会福祉
学部

学
生
の
努
力
を
た
た
え

資
格
取
得
奨
励
金
授
与
式
を
開
催

講演後、舩後氏を囲んで記念撮影。講演はとても感動的で、
若い学生にとっても、これからの学生生活を考えるきっかけ
になったようです

毎年たくさんの参加がある祝賀会。どの顔も晴れやかです

講義で教わった技術を駆使しながら作成中の森林公園バスマップ。
近々、完成予定です

授与式に参加した学生たち。後輩へのメッセージも頂きました

法学部

白
井
健
次
ゼ
ミ

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科 

准
教
授

ゆ
る
場
所
に
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
言
葉
が
私
の
背

中
を
後
押
し
し
た
の
も
事
実
で
す

（
博
士
の
自
伝
も
お
薦
め
で
す
）。

　
「
事
件
は
教
室
で
起
き
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
！ 

現
場
で
起
き
て
る

ん
だ
！
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

右／「障がい者スポーツ
交流会」にも参加。私も
車いすに乗って競技に
参加しました
左／「みんな幸せ・共生
社会 県民の集い」では、
埼玉県のマスコット「コ
バトン」に入って、会場
を盛り上げました

視
さ
れ
て
い
る
の
が
連
携
・
協
力

で
す
。
27
人
の
大
所
帯
で
す
が
、

こ
の
「
連
携
・
協
力
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
情
報
を

共
有
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
に
お
い
て
の
活
動
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
教
師
役
と
生
徒

役
に
分
か
れ
て
模
擬
授
業
を
行
っ

た
り
、
留
学
生
と
の
交
流
を
行
っ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
重
要
視

し
て
い
る
の
も
本
ゼ
ミ
の
特
徴
で

す
。
ゼ
ミ
の
み
ん
な
が
積
極
的
に

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
な
か
か
ら
３
つ
の
活

動
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
つ
目
は
、
ベ
ア
リ
ス
ラ
ン
ニ

ン
グ
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」。
初
め
て
視

覚
障
が
い
者
の
人
た
ち
が
車
い
す

に
乗
っ
て
リ
レ
ー
を
し
た
と
い
う

こ
と
で
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
こ
の
活
動
に
一
か

ら
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
非
常

に
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
実

際
、
私
も
車
い
す
に
乗
り
、
障
が

い
者
の
人
た
ち
に
交
じ
っ
て
競
技

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、埼
玉
県
主
催
の「
み

ん
な
幸
せ
・
共
生
社
会 

県
民
の

集
い
」
と
い
う
活
動
で
す
。
会
場

設
営
を
は
じ
め
、
マ
ス
コ
ッ
ト
の

コ
バ
ト
ン
や
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
の
中

に
入
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

３
つ
目
は
や
は
り
埼
玉
県
主
催

の
「
子
ど
も
大
学
」
で
す
。
小
学

校
4
、
5
年
生
の
子
ど
も
た
ち
を

前
に
、
ゼ
ミ
生
全
員
で
、
必
死
に

練
習
し
た
演
劇
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
こ
う
し
た

活
動
か
ら
で
し
か
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
数
多
く
存
在
す
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
た

た
り
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
詩
や
物
語
を
基
に
演
劇
を

行
っ
た
り
。
忙
し
い
け
れ
ど
、
と

て
も
内
容
の
濃
い
ゼ
ミ
で
す
。

め
、
こ
れ
ら
の
体
験
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
先
も
障
が
い

を
持
つ
人
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
と

の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
、
未
来

の
自
分
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ゼ
ミ
は
、
白
井
先
生

の
下
、
村
上
美
奈
子
先
生
の
ゼ
ミ

と
合
同
で
、
特
別
支
援
教
育
に
つ

い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
重
要

総勢27人の大所帯ですが、まとまりは抜群。白井健次
先生のおかげです

埼玉県主催の「子ども大学」における劇上演後の記念写真。“やりきった感”いっぱいです

前原貴徳（社会福祉学部社会福祉学科４年）浦和実業学園高等学校出身

さまざまな体験活動を通して、
特別支援教育に必要な教育的実践力を高める

「
連
携
・
協
力
」を
モ
ッ
ト
ー
に

全
員
で
協
力
し
、
情
報
を
共
有

学
ぶ
こ
と
の
多
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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が
、
当
館
で
は
保
元
物
語
を
描

い
た
本
書
と
併
せ
て
、『
平
治

物
語
』
の
丹
緑
本
も
所
蔵
し
て

い
ま
す
。

　
「
史
料
編
纂
室
だ
よ
り
」
の

第
4
回
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

前
回
は
辰
野
金
吾
氏
と
日

蓮
宗
大
学
（
立
正
大
学

の
前
身
）
と
の
縁
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
立
正
大
学

の
成
立
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

１
９
１
８（
大
正
７
）

年
12
月
に
私
立
の
大
学

設
置
を
認
め
る
「
大
学

令
」
が
国
に
依
っ
て
制

定
（
翌
年
４
月
施
行
）

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

学
令
は
、
私
立
大
学
に

対
し
て
財
団
法
人
の
設

し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
。

　

近
代
日
本
は
、
新
た
な
困
難

に
直
面
す
る
。
そ
の
と
き
、『
立

正
安
国
論
』
の
精
神
に
共
鳴
す

る
有
識
者
が
多
く
出
現
し
た
。

「
立
正
大
学
」
と
い
う
名
称
に

は
、
そ
う
し
た
人
び
と
の
祈
り

が
篭こ

め
ら
れ
て
い
る
。
西
欧
の

哲
学
は
宗
教
を
背
後
に
し
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国

で
は
思
想
の
背
後
に
あ
る
宗
教

性
を
毛
嫌
い
す
る
傾
向
が
あ
る
。

「
立
正
」
の
名
は
、
宗
教
性
に
立

拠
し
な
が
ら
も
、
普
遍
的
な
思

想
性
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

新
入
生
、
在
学
生
の
皆
さ
ん

は
、
人
類
普
遍
の
願
い
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら

の
新
た
な
人
類
社
会
を
つ
く
り

上
げ
る
熱
情
を
持
っ
て
、
力
強

く
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
念

願
す
る
。

　

本
書
は
、
江
戸
時
代
の
寛
永

年
間
（
1
6
2
4

−1
6
4
4
）

に
刊
行
さ
れ
た
絵
入
り
『
保
元

物
語
』
の
丹
緑
本
。
丹
緑
本
と

は
墨
刷
り
の
挿
絵

に
、
丹
・
緑
青
・

黄
の
三
色
の
彩
色

を
施
し
た
版
本
を

指
し
ま
す
。
本
書

に
は
、
上
・
中
・

下
巻
合
わ
せ
て

35
図
の
挿
絵
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
色

合
い
が
良
く
、
素

朴
で
大
変
趣
が
深

い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
軍
記
物

語
の
丹
緑
本
は
極

め
て
稀
少
で
す

ま
で
の
日
蓮
宗
大
学
か
ら
、
近

代
日
本
の
教
育
機
構
に
沿
っ
て
、

「
立
正
大
学
」
の
名
称
を
も
っ
て

新
た
な
歩
み
を
展
開
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
の

新
制
大
学
と
は
違
っ
て
、
固
有

組
織
の
名
を
大
学
名
に
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
仏
教

系
で
も
東
の
駒
沢
・
大
正
は
地

名
や
時
代
の
名
で
あ
り
、
龍
谷・

大
谷
・
高
野
山
も
地
名
に
由
来

す
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
青
山

な
ど
は
地
名
、
上
智
は
ソ
フ
ィ

ア
「
智
」
と
い
う
建
学
の
精
神

に
由
来
す
る
。

　
「
立
正
」
は
、「
正
し
い
精
神

　

世
界
的
に
、
大
学
に
は
建
学

の
精
神
が
伴
っ
て
い
る
。
米
国

の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
い
う
名

称
は
、
1
6
3
8
年
に
死
去
し

た
際
に
、
遺
言
で
蔵
書
と
土
地

を
カ
レ
ッ
ジ
に
寄
贈
し
た
、
清

教
徒
派
の
牧
師
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー

バ
ー
ド
に
由
来
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
大
学
名
は
歴
史
を
証
明
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
大
戦
後
、
日
本
は
世

界
の
仲
間
入
り
を
し
た
。
そ
し

て
、
私
立
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
の

建
学
の
精
神
を
厳
し
く
問
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
学
は
大
正
13
年
に
、
そ
れ

立正大学と名付けられた時代
～建学の精神ということ～

渡
邊
寶
陽
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

第 4 回

『丹緑本 保元物語』 3冊　寛永頃

丹
緑
本
に
美
し
い
彩
色
の
始
ま
り
を
見
る

も
あ
り
、
設
置
条
件
を
満
た
す

こ
と
は
不
可
能
か
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
他
の
専
門

学
校
の
動
向
や
、
学
生
た
ち
か

ら
の
強
い
希
望
も
あ
り
、
大
学

令
準
拠
に
向
け
て
行
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
１
９
１
９
（
大
正
8
）

年
に
運
営
組
織
で
あ
る
「
財
団

法
人
日
蓮
宗
大
学
」
を
設
置
し
、

翌
年
に
は
「
日
蓮
宗
大
学
教

に
基
づ
く
社
会
の
繁
栄
を
願

う
」
精
神
を
標
榜
す
る
。
周
知

の
と
お
り
、
鎌
倉
時
代
に
出
現

し
た
日
蓮
聖
人
は
『
立
正
安
国

論
』
を
鎌
倉
幕
府
当
事
者
に
進

言
し
、
終
生
、
そ
の
願
い
に
基

づ
く
宗
教
活
動
を
実
践
し
た
。

『
立
正
安
国
論
』
に
示
さ
れ
た
精

神
は
、
困
難
な
社
会
を
乗
り
越

え
る
た
め
の
支
柱
と
し
て
注
目

さ
れ
、
多
く
の
日
本
人
の
心
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と

育
基
金
壱
百
万
人
会
」
を

設
け
て
、
日
蓮
宗
有
縁
の

人
々
に
広
く
協
力
を
仰
ぎ
、

そ
の
結
果
、１
９
２
２（
大

正
11
）
年
3
月
ま
で
に
75

万
円
も
の
寄
附
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。
当
時
の
東
京

帝
国
大
学
の
授
業
料
が
年

間
75
円
で
し
た
か
ら
、
い

か
に
多
く
の
協
賛
が
得
ら

れ
た
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
75
万
円
は
、

校
地
の
拡
大
・
近

代
的
な
校
舎
と

図
書
館
な
ど
の

施
設
整
備
・
供

託
金
な
ど
に
充

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
９

２
４
（
大
正
13
）

年
、
名
称
も
新
た

に
し
て
遂
に
「
立

正
大
学
」（
旧
制
）

が
成
立
し
た
の

で
す
。

大
学
令
に
依
る
立
正
大
学
が
成
立

立
や
基
本
財
産
の
供
託
に
よ
る

安
定
し
た
経
営
と
、
併
せ
て
教

育
内
容
や
施
設
の
充
実
を
求
め
、

そ
の
条
件
を
満
た
す
た
め
に
膨

大
な
資
金
が
必
要
で
し
た
。

　

当
時
の
日
蓮
宗
大
学
は
「
専

門
学
校
令
」
に
依
っ
た
学
校
で

し
た
の
で
、
大
学
令
に
準
拠
す

る
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
ま
し

た
が
、
１
９
１
６
（
大
正
5
）

年
の
火
災
か
ら
の
復
興
途
中
で

第３回

「立正大学」という名称には、人類普遍の願いが込められています

　

も
う
一
つ
は
、
学
期
末
に
学

生
が
回
答
し
た
「
授
業
改
善
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
分
析
や
、

「
点
検
・
評
価
報
告
書
」
の
確

認
な
ど
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
で
す
。
こ
の
報
告
書
に
は
、

大
学
全
体
の
目
標
や
方
針
に

則
っ
て
各
学
部
学
科
、
各
部
署

が
定
め
た
目
標
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
、
ど
れ
だ

け
達
成
し
た
か
を
客
観
的
に
記

録
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
全
学
か
ら
集
め
ら
れ
た

報
告
書
は
膨
大
な
量
に
上
り
、

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
正
し
く
確

認
し
て
い
く
作
業
に
は
、
大
変

な
集
中
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
広
報
」
と
聞
く
と
、
華
や

か
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
が
ち
で

す
。
確
か
に
、
そ
う
し
た
一
面

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
実
際
に

訪
問
し
て
わ
か
っ
た
の
は
、
地

道
な
仕
事
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
大
学
の
広
報
は
、
ま
さ

に
「
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
存

在
」と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
学
生
記
者
：
経
営
学
部
2
年

上
田
英
智
）

い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
笑
顔
で

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

政
策
広
報
課
は
、
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
広
報
活
動
を
行
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
大
学

公
式
H
P
の
運
用
や
学
園
新
聞

の
制
作
、
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス

の
配
信
な
ど
の
業
務
を
通
し

て
、
受
験
生
や
保
護
者
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
に
立
正
大
学
を
P
R

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
P
R
的

な
仕
事
以
外
に
も
、
協
定
を
結

ん
だ
高
校
と
の
教
育
連
携
や
、

F
D
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
と
い
う
、
授

業
の
質
を
高
め
て
い
く
活
動
の

推
進
も
業
務
内
容
に
入
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
モ
ラ
り
す
」
の
ポ
ッ

プ
に
導
か
れ
て
ド
ア
を
開

け
る
と
、
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、

黙
々
と
仕
事
に
取
り
組
む

政
策
広
報
課
の
皆
さ
ん
た

ち
の
姿
。
一
瞬
、
事
務
室

の
中
に
入
る
の
を
た
め
ら

学長室政策広報課の仕事風景

「縁の下の力持ち」的な存在

学長室政策広報課
（品川キャンパス8号館2階）

事
務
局
の
仕
事
を
学
生
記
者
が
密
着
取
材
!!

事務局
紹介

システム環境を整備して
「いつでもどこでも」学修をサポート

　2015年3月、ICTを活用して学生の主体的
な学びを支援し、学修の時間および質を向上さ
せるための環境整備の一環として、e-Learning
システム「WebClass」と「りすCan」を履
修情報に連携させました。これにより、パソコ

ンやスマホで授業資料の確認やダウンロード、
課題の提出、掲示板等を活用した双方向授業の
受講などができるようになり、自宅や通学途中
など「いつでもどこでも」学修をサポートする
環境が整いました。

担当科目

自動生成

Webclass用コース
（講義科目）

E-Learningコンテンツ

履修登録した講義が表示さ
れます。（利用申請のあった
講義のみ）

講義:○○○概論 INFOSS情報論理
資料

テスト
アンケート

メールアドレス

その他

メッセージ
資料

出席
レポート

受講者リスト

テスト  アンケート

受講者に対して、メッ
セージを送受信

資料や課題の提示

小テストやアンケートを
とることができます

出席を取得することがで
きます。また、他のシステ
ム（出席カードリーダー
等）で取得した出席情報
も表示されます。

担当教員とメッセージのや
り取りができます。

レポートの提出ができます。

履修科目

リンク

教務システム
（事務室）

Web出版システム

熊谷校舎

他システム

時間割

1限

2限

3限

月 火 水 木

Media Depo
（動画配信）

マイドキュメント
（共有フォルダ）

履修登録

学生
教員

1924（大正13）年に完成した大学校舎

1926（大正15）年頃のキャンパス全景。グラウンド奥に建つの
は、辰野金吾氏の設計による校舎と講堂
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めての場所で、多くの知らない人た
ちの中でスタートする大学生活。期

待に胸が膨らむ一方で、「自分は新しい環
境に馴染めるのだろうか…」と不安を抱え
ている人も多いかと思います。でも、それ
は自分だけでなく、多くの新入生が感じて
いる不安でもあるのです。
　こんなとき、効果的なのが「こんにちは！」
「隣に座ってもいいですか？」「一緒に学食
に行ってみない？」「時間割、決めた？」な
ど、ちょっとした言葉で始まるコミュニケー
ションです。
　「自分から話しかけるのは苦手」というあ
なたも、少しだけ勇気を出して話しかけて
みましょう。新しい環境での「はじめの一歩」
がきっとスムーズに踏み出せるはずです。
少し時間がかかっても、大丈夫。自分のペー
スで、コミュニケーション能力を身につけ
ていきましょう。
　大学には新しい自分を発見し、より一層
成長させるためのプログラムがたくさん用
意されています。学部・学科の学修内容は
もちろんのこと、キャリアサポートセンター

では自分自身や社会のしくみなどを詳しく
知ることができる「キャリア開発基礎講座」
や、資格取得を通じて自分に磨きをかける
「スキル開発」などの講座を用意していま
す。幅広い受講を通じて自分力のアップを
目指しましょう。
　また、来るべき筆記試験に備えた基礎学
力のブラッシュアップに、最もブランクな
く取り組めるのが1年生です。「筆記試験対
策基礎講座＆対策道場」への参
加は、やがて就活世代
となったときに、
自分へのうれ
しい貯金
に な り
ます。

まず「はじめの一歩」を踏み出そう！
そして自分を知り、社会を知ろう。

年間の大学生活を積み重ね、いよい
よ3年生に。3年生は、進学するべ

きか就職するべきかを選択する、とても大
切な学年です。
　まず、進学という選択をするときに考え
たいのは、自分にとって「将来へのステッ
プアップにつながるか」ということです。「や
りたいことが見つからないから」「就職活動
がうまくいかないから」という消極的な理
由から進学を選択する人も見かけますが、
結果的に金銭的・時間的な負担だけが増え
る可能性もあります。
　また「将来へのステップアップにつなが
る」進学であっても、就職に必ずしも有利
になるとは限りません。進学は専門性の高
度化につながるため、就職活動で求められ
る能力も高い専門性が要求されます。また、
専攻分野によっては大学院卒としての求人
数が、学部卒に比べ極端に少なくなるケー
スもあるため、進学する「目的」と将来へ
の「目標」をしっかり持つことが大切です。
　就職を選択する場合には、「自分は何が
やりたいのか」「自分には何ができるのか」

「自分は何になり
たいのか」をしっかり
知ることが大切になります。
　皆さんが自信を持って納得いく選択がで
きるように、2年生までのキャリア形成、
資格取得に加え、キャリアアワーや業界・
企業研究フェア、面接対策セミナーなど「就
職活動」に対応した就職支援プログラムが
本格的にスタートします。就職を見据え、
活発な動きとなるインターンシップや、目
前に迫った筆記試験への対策として「筆記
対策基礎講座＆対策道場」とともに、こう
したプログラムへの積極的な参加が実力
アップにつながります。
　また、「公務員対策講座」や「教員採用
試験対策講座」への取り組みも、3年生か
ら本格化します。

職であれ進学であ
れ、まず必要なの

は「自分の目標を、必ず実現させる」とい
う最後まであきらめない気持ちです。これ
が就職・進学、いずれにとっても大きな原
動力となります。
　その一方で考えておきたいことは、「ダ
メだった時には、どうするか？」という次
善の備えです。こうした準備は、特に人気
が高い業界や公務員を第一志望に考えてい
る人、難関大学院を受験する人には不可欠
です。魅力的な業界や自分らしさが活きる
企業は数多く存在しますので、進路選択の
際には視野を広く持つよう心がけましょう。
　2016年3月に卒業を予定している皆さ
んの就活環境は、採用予定者数の増加など
により、活況を呈しています。しかし、就
活が決して楽になるわけではありません。
大手企業を中心とした厳選採用傾向は続い
ており、相応の結果が得られるのは「本当
に頑張った学生」だけなのです。内定を得
る者・得られない者の二極化傾向は、さら

に拡大する可能性もあります。
　また、俗に「後ろ倒し」と呼ばれるスケ
ジュール変更に伴い、会社説明会が３月１
日解禁となった企業がある一方、従来どお
りに動き、すでに内定（内々定）を出して
いる企業もあり、就活の超長期化も予想さ
れています。皆さんにとっては戸惑う部分
も多いかと思います。
　そんなとき、足を運んでほしいのがキャ
リアサポートセンターです。〝キャリサポ〟
には有益な情報がたくさんあり、スタッフ
やキャリアカウンセラーが皆さんを強力に
応援します。進路選択の本番をキャリサポ
と一緒に乗り越えましょう！
　ところで、4年生で忘れてならないない
のは、卒業に向け、計画的な履修登録をす
ること。せっかく内定を獲得しても、大学
院に合格しても、卒業できなければすべて
が水の泡。そうならないために、まず3年
生までの取得単位数をきちんと確認し、「ま
さか」の事態に対応できるように、必ず2
～3科目は余裕を持って履修しましょう。

初 待と不安が入り混じった1年間が
あっという間に過ぎると、今度は2

年生。実はこの1年間が4年間の大学生活
の中でもとても大切な時期なのですが、な
かなかその意識が芽生えずに、いわゆる「中
だるみ」の学年となってしまいがちです。
　2年生で身につけてほしいのは、3年生
で本格的に考えなくてはいけない進路選択
（就職・進学のどちらを選ぶのか）に向けて、

「この1年間をどのように過ごす
か」という目的意識で

す。たとえば、ボ
ランティアや
地域貢献・
インター
ンシッ

プなど多様性のあるコミュニティへの参加
は、さまざまな出来事をさまざまな視点や
価値観で捉えるという、社会力のアップに
つながります。今までにのぞいたことのな
い世界に触れる時間を持つことで、それま
で気づかなかった「新しい自分を見つける
ヒント」をゲットしましょう。
　もっと身近なことで言えば、「単位をき
ちんと取る」ことも大切です。1年生で未
取得となった単位は、状況が長引けば長引
くほど状況が悪化します。2年生で確実に
取り返さなければ、3年生での専攻選びや
進学、就職活動などの進路選択全般に影響
します。1年生に引き続き、「キャリア開発
基礎講座」を中心としたキャリア形成や「ス
キル開発」などでの資格取得を目指しなが
ら、3年生へのステップを確実に踏みしめ
ましょう。なお、基礎学力のブラッシュアッ
プに無理なく取り組むなら、「筆記対策基
礎講座＆対策道場」が効果的。2年生まで
に受講しておくと、3年生で不得意分野中
心に取り組むことができるため、得点力
アップにつながります。

期

2

「ストップ・ザ・中だるみ」
2年生の過ごし方が進路選択を大きく左右する。

「進学か、就職か」
自分の将来に舵を取れ！

1年生の「イマコレ！」 2年生の「イマコレ！」

３年生の「イマコレ！」

就

「自分の目標を、必ず実現する」
成功を支えるのは、
最後まであきらめない気持ち。

４年生の「イマコレ！」

キャリアサポートセンターから
就職・進路の「いま」を
お伝えします。

新しい年、新しい自分を目指して！

 さあ、踏み出そう！ 
 キャリアステップ
　4月は新年度の始まり。初めて立正大学の門をくぐった1年生も、ちょっと余裕が出てきた2年生も、進路選択が間
近に迫ってきた3年生も、人生初の就活に臨む4年生も、それぞれが新しい年度のスタートを切ります。キャリア形成
とは、一つひとつの選択を大切に積み重ねていくことで、自分が納得できる選択を見つけ出していく作業。そのため
には、それぞれの学年で身につけておきたい、知っておきたいことがあります。今回は皆さんと一緒に、それぞれの
学年の「今、これが必要なこと」、略して「イマコレ！」をチェックしてみましょう。
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地域連携・
研究支援　

平成27年度 研究推進・地域連携セン
ター研究支援費について(募集)
◆申請書提出期限／第1種、第2種、第5種…
1月21日(水)～4月3日(金)　第3種…1月21
日(水)～5月8日(金)　第４種…4月1日(水) 
問 研究支援課　品川☎03-3492-8152　
熊谷☎048-536-6019

平成27年度立正大学日本酒制作プロジェ
クト参加学生募集
◆5月末～6月　ホームページなどで募集　
問 研究支援課　品川☎03-3492-8152　
熊谷☎048-536-6019

 キャリア・
就活サポート

就職関連ガイダンス・イベント（品川）
〈全学年対象〉
◆警視庁採用説明会　4月7日(火)14時30分
～16時
〈4年生対象〉
◆Uターン・Iターン就職ガイダンス　4月27
日(月)
◆学内合同企業説明会・ガイダンス　5月13
日(水)、6月17日(水)　
◆ホンキの就職１dayセミナー　5月11日
(月)、6月15日(月)
〈3年生対象〉
◆就職ガイダンス　5月19日(火)14時30分
～16時、22日(金)16時10分～17時40分
問 品川キャリアサポート課☎03-3492-
6697

就職関連ガイダンス・イベント（熊谷）
〈4年生(社会福祉学部)対象〉
◆就職ガイダンス　5月下旬・7月中旬
〈4年生対象〉
◆学内合同企業説明会・ガイダンス　5月下
旬(2日間開催)
〈3年生対象〉
◆就職ガイダンス　6月23日(火)14時30分
～16時、26日(金)16時10分～17時40分
問 熊谷キャリアサポート課☎048-536-
6016

資格取得・
スキルアップ

資格試験・検定試験（品川）
◆TOEIC IPテスト　4月15日(水)18時～20
時30分、17日(金)18時～20時30分　受験
料2,000円　要事前申込

資格講座ガイダンス（品川）
◆秘書検定講座ガイダンス　4月9日(木)12
時15分～12時45分、5月12日(火)12時15
分～12時45分
◆簿記3級講座ガイダンス　4月8日(水)12
時15分～12時45分、10日(金)12時15分～
12時45分
◆簿記2級講座ガイダンス　6月2日(火)12
時15分～12時45分
◆TOEIC講座ガイダンス　4月7日(火)12時
15分～12時45分、6月26日(金)12時15分
～12時45分、7月8日(水)12時15分～12時
45分
◆P検・MOS・ITパスポート講座ガイダンス
　6月15日(月)14時30分～16時　16時10
分～17時40分、24日(水)14時30分～16
時　16時10分～17時40分
◆FP3級講座ガイダンス　6月24日(水)12
時15分～12時45分

就職対策講座ガイダンス（品川）
◆公務員講座ガイダンス（3年生）　4月3日
(金)18時～19時30分、6日(月)18時～19時
30分
◆公務員講座特待生選抜試験（3年生）4月
17日(金)18時～19時30分
◆公務員講座ガイダンス（4年生）　7月3日
(金)14時30分～16時、6日(月)14時30分
～16時
◆教員講座ガイダンス（新2・3年生）　4月
8日(水)18時～19時30分、11日(土)12時
50分～14時20分　14時30分～16時
問 品川キャリアサポート課☎03-3492-
6697

資格試験・検定試験（熊谷）
◆TOEIC IPテスト　4月17日(金)18時～20
時30分　受験料2,000円　要事前申込

資格講座ガイダンス（熊谷）
◆学内講座合同ガイダンス（P検、秘書検
定、簿記検定、T OE IC講座）　4月2日
(木)10時30分～12時　13時～14時30分
◆TOEIC講座ガイダンス　4月8日(水)12時
15分～12時45分、6月24日(水)12時15分
～12時45分
◆秘書検定2級対策講座ガイダンス　4月10
日(金)12時15分～12時45分
◆P検・MOS・講座ガイダンス　6月16日
(火)14時30分～16時　16時10分～17時
40分、6月25日(木)14時30分～16時　16

時10分～17時40分　
◆FP3級講座ガイダンス　6月25日(木)12
時15分～12時45分
◆簿記3級・TOEIC講座ガイダンス　7月3
日(金)12時15分～12時45分

就職対策講座ガイダンス（熊谷）
◆公務員講座ガイダンス（3年生）　4月2日
(木)18時～19時30分、7日(火)18時～19時
30分
◆公務員講座ガイダンス（4年生）　7月2日
(木)14時30分～16時、7日(火)14時30分
～16時
問 熊谷キャリアサポート課☎048-536-
6016

RISカフェ　スキルアップ講座（品川）
◆対人スキル・マナー講座　4月14日(火)16
時10分～17時40分、7月9日(木)18時～
19時30分
◆マスコミ文章講座(全4回)　4月21日
(火)18時～19時30分、28日(火)18時～21
時、5月12日(火)18時～19時30分、19日
(火)18時～21時
問 政策広報課☎03-3492-5250

橘 会

平成27年度立正大学橘会　保護者懇談会
◆5月31日(日)福岡市：TKP博多駅前シティ
センター　◆6月14日(日)熊谷市：立正大学
熊谷キャンパス　◆6月20日(土)仙台市：メ
ルパルク仙台　◆7月5日(日)大阪市：大阪第
一ホテル　問 校友課☎03-3493-6673

同窓会

同窓会支部総会開催案内
◆千葉県　5月31日(日)11時～13時　市川
市：市川グランドホテル　◆申込はハガキに
て5月15日までに郵送ください。郵送先
〒270-2241 千葉県松戸市松戸新田281　
事務局　川口雅世氏
◆山梨県　6月20日(土)14時～20時30分
　甲府市：山梨県立図書館多目的ホール　問
事務局長：一瀬順司氏☎055-272-5048

学部同窓会総会開催案内
◆仏教学部　6月26日(金)総会15時～16
時、講演会16時15分～17時30分、懇親会
18時～　富山市：ホテルグランテラス富山

　問 幹事：鈴木嘉昭氏☎0467-75-2097
◆文学部　5月23日(土)総会15時～16時、
懇親会16時～17時　品川区：立正大学品川
キャンパス　 問 同窓会長：西岡勇治氏☎
03-3733-5241
◆経営学部　5月16日(土)　品川区：立正大
学品 川キャン パス( 予 定 ) 　 問 校 友 課 ☎
03-3493-6673

平成27年度
立正大学同窓会事務局長連絡会
◆5月9日(土)14時～16時（予定）　立正大
学品川キャンパス　問 校友課☎03-3493-
6673

平成27年度立正大学同窓会代議員会
◆5月16日(土)14時～16時30分（予定）　
立正大学品川キャンパス　 問 校 友課☎
03-3493-6673

立正大学同窓会主催
「戦後70年立正大学物故者追善法要」
◆6月15日(月)〈大学創立記念日〉12時30
分～13時　立正大学品川キャンパス内　問
校友課☎03-3493-6673

郵政会

立正大学郵政会役員会・支部代表者会
議・総会
◆6月6日(土)役員会13時～14時、支部代表
者会議14時～15時、総会15時～16時　立
正 大 学 品 川 キ ャ ン パ ス 　 問 校 友 課 ☎
03-3493-6673

入試関連

立正大学（高校教員対象）入試説明会
◆5月14日(木)品川：ゆうぽうと　◆5月22
日(金)熊谷キャンパス　◆横浜ベイシェラト
ン、ラフレさいたま、京葉銀行文化プラザ(千
葉)、ホテルメトロポリタン高崎、ホテルラ
ポール千寿閣(町田)でも開催予定　問 品川入
試課☎03-3492-6649

スタート！オープンキャンパス
◆6月7日(日)10時～16時　品川キャンパ
ス、熊 谷 キャン パ ス 　 問 品 川入 試 課 ☎
03-3492-6649　熊谷入試課☎048-536-
6036

生涯学習の機会を提供
デリバリーカレッジを開催

　デリバリーカレッジは、総合大学としての本学の特色を最大限に活かし、多
岐に渡る分野の専任教員と名誉教授陣が直接各都市に赴いて、「知的刺激と
感動を得られる生涯学習」の機会をご提供する、社会貢献事業です。より多
くの市民の方へ、本学の知の資産を届けたいと考えています。どなたでも無料
で受講できます。問い合わせは各都市担当窓口へ。

平成27年度 春季デリバリーカレッジ開催日一覧

開催都市 開催日

茨城県筑西市　　 （全5回 土曜日開催） 5月23日 6月13日 6月20日 6月27日 7月11日

福島県会津若松市 （全3回 土曜日開催） 6月13日 6月20日 6月27日

岩手県釜石市　　 （全3回 土曜日開催） 6月  6日 6月13日 6月20日

群馬県高崎市　　 （全3回 土曜日開催） 7月  4日 7月11日 7月18日

神奈川県茅ヶ崎市 （全3回 木曜日開催） 5月28日 6月  4日 6月11日

神奈川県座間市　 （全4回 火曜日開催） 6月  9日 6月16日 6月23日 6月30日

千葉県千葉市　　 （全3回 木曜日開催） 5月21日 5月28日 6月  4日

プロ登山家 竹
た け

内
う ち

洋
ひ ろ

岳
た か

氏が塾長
「モラりす竹内塾」で自分を鍛えたい学生を募集

　日本人初、世界で29人目の8000ｍ峰14座完全登頂を果たしたプロ登山家の
竹内洋岳氏（本学OB、客員教授）が、立正大生に向けて「自分のカラを破る
ための課題」を準備中。社会に通用する力をつけたい人、学生時代から人脈を
広げたい人、竹内塾長と過ごす4日間こそ絶好のチャンスです。（登山はしません）

●「モラりす竹内塾」ガイダンス
詳細や応募方法は、ガイダンスで説明します。
品川キャンパス　4月21日（火）・23日（木）12時15分～12時40分　第8会議室（8号館2階）
熊谷キャンパス　4月22日（水）12時15分～12時40分、12時50分～13時15分　第3会議室（1号館3階）

●「モラりす竹内塾」実施予定
■実施日程　全4日間　6月13日（土）、7月11日（土）、8月6日（木）、8月25日（火）　※いずれも終日を予定
■実施会場　品川キャンパス、熊谷キャンパス　※実施日により異なる
■募集人員　15名
■参加費用　受講料無料（交通費自己負担）
■応募条件　本学学部生で、実施4日間のすべてのプログラムに参加できること。
■応募締切　5月19日(火)
■お問い合わせ　政策広報課（品川キャンパス8号館2階）☎03-3492-5250

写真／中島ケンロウ

※日程が変更になることもあります
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学 事

新入生
学生証配付・TOEIC-Bridge（熊谷）
◆4月2日(木)　問 熊谷学事課

新入生
学生生活・履修登録ガイダンス
◆4月2日(木)　問 学生生活課　学事課

新入生
各学部・学科ガイダンス
◆4月2日(木)～7日(火)　問 各学部事務室

事前登録科目申請
◆4月3日(金)～6日(月)最終日は12時終了　
問 学事課　各学部事務室

大学院入学式
◆4月4日(土)　問 総務課　各研究科事務室

事前登録科目結果発表
◆4月7日(火)15時　問 各学部事務室

第1期授業開始
◆4月8日(水)

履修登録期間
◆4月15日(水)～18日(土)
問 学事課　各学部事務室

履修科目通知表配付
◆4月24日(金)　問 各学部事務室

9月卒業申請期間
◆4月24日(金)～5月9日(土)
問 各学部事務室

第1期履修中止期間
◆5月28日(木)～30日(土)
問 各学部事務室

授業改善アンケート実施期間
◆7月上旬～中旬　問 政策広報課

学 部

文学部文学科日本語日本文学専攻コース
新入生オリエンテーションキャンプ
◆4月11日(土)13時～12日(日)16時　熊谷
キャンパス体育館アカデミックキューブユニ

デンス　 問 文学部事務室 ☎03-3492-
8791

熊谷3学部（法学・社福・地球）共催業界セ
ミナー
◆6月29日(月)　熊谷キャンパス　問 法学部
事務室（熊谷）☎048-536-6000

学術・学会

十七世紀英文学会
◆5月22日(金)16時～18時　品川キャンパ
ス　9B11　問 伊澤専任講師（文学部）

国際寺山修司学会
◆5月23日(土)13時～18時　品川キャンパ
ス　1152　問 葉名尻特任講師（文学部）

㈶日本英文学会
◆5月23日(土)13時～16時45分、24日
(日)10時～16時　石橋湛山記念講堂、品川
キャンパス９号館全館　問 伊澤専任講師（文
学部）

アメリカ哲学フォーラム
◆6月27日(土)10時～18時30分、28日
(日)10時～18時30分　品川キャンパス　
114C・1151・1152・1162
問 板橋教授（文学部）

講演会・セミナー

発達保障セミナーin東京
◆5月16日(土)13時20分～16時　石橋湛
山記念講堂　問 NPO法人発達保障研究セン
ター☎03-5285-2601　info@nginet.
or.jp

第2回立正大学史料編纂室主催講習会
「テーマ：大学史づくりの経験から」
◆5月22日(金)14時30分～16時　品川
キャンパス11号館8階第6会議室　問 史料編
纂室☎03-3492-2690

仏教学部シンポジウム
◆6月15日(月)　品川キャンパス　問 仏教学
部事務室☎03-3492-8528

術情報サービス課☎03-3492-6615

国際交流

夏期研修応募者受付
◆4月8日(水)～4月24日(金)　問 国際交流
課　品川☎03-3492-0377　熊谷☎048-
536-6011

TOEFL テスト受験申請受付
◆4月13日(月)～4月24日(金)　RISコー
ナー　 問 国際交流課　品川☎03-3492-
0377　熊谷☎048-536-6011

語学留学／交換留学応募者受付
◆6月18日(木)～6月24日(水)　問 国際交流
課　品川☎03-3492-0377　熊谷☎048-
536-6011

学生生活

奨学金ガイダンス（予約採用）
《品川キャンパス》
◆4月2日(木)18時～19時、3日(金)18時～
19時　石橋湛山記念講堂
《熊谷キャンパス》
◆4月3日(金)14時30分～15時30分、7日
(火)12時15分～12時50分、8日(水)12時
15分～12時50分　A101教室
問 学生生活課　品川☎03-3492-6698　
熊谷☎048-536-6012

奨学金ガイダンス（定期採用）
《品川キャンパス》
◆4月8日(水)12時15分～12時50分、10日
(金)12時15分～12時50分　石橋湛山記念
講堂
《熊谷キャンパス》
◆4月8日(水)16時30分～17時30分、14日
(火)16時30分～17時30分　A202教室
問 学生生活課　品川☎03-3492-6698　
熊谷☎048-536-6012　

健康診断
《品川キャンパス》
◆4月2日(木)～4日(土)9時～17時　4号館
《熊谷キャンパス》
◆4月３日(金)、4日(土)、6日(月)10時～17
時　1101教室
問 保健室　品川☎03-3490-4151　熊谷
☎048-536-6012

図書館・
情報サービス

学術情報基本検索のムービー公開
◆4月初旬　 問 品川学術情報サービス課☎
03-3492-6615

貴重書展
◆4月8日(水)～22日(水)　11号館情報メ
ディアセンター（図書館）展示コーナー　問
品川学術情報サービス課☎03-3492-6615

オープン端末・学内情報サービス利用案内
◆4月8日(水)～5月18日(月)　6、11号館　
問 品川学術情報サービス課☎03-3492-
6615

図書館ツアー
◆4月8日(水)～6月30日(火)　毎週月～金曜
日　9時30分～16時までの30～60分間　
熊谷学術情報サービス課　 問 熊谷学術情報
サービス課☎048-536-6017

図書館利用案内
◆4月10日(金)～5月30日(土)　11号館情報
メディアセンター（図書館）　問 品川学術情
報サービス課☎03-3492-6615

『印刷漢文大蔵経の歴史 ―中国・高麗篇
―』（野沢佳美著）刊行・配布
◆4月より館内等で配布　 問 品川学術情報
サービス課☎03-3492-6615

『立正本遊』発行・配布
◆4月より館内等で配布　 問 品川学術情報
サービス課☎03-3492-6615

前期パソコン講習会
◆4月～6月　オープン端末室　問 熊谷情報
システム課☎048-536-6018

りぶたま展示
◆4月29日(水)～6月10日(水)　11号館情報
メディアセンター（図書館）展示コーナー　
問 品川学術情報サービス課☎03-3492-
6615

データベース講習会
◆6月初旬～7月初旬　6号館RiLLCom I　
問 品川学術情報サービス課☎03-3492-
6615

企画展
◆6月下旬～7月初旬　11号館情報メディア
センター（図書館）展示コーナー　問 品川学

　新入生歓迎イベント「花まつり」が、品川キャンパスと熊谷キャンパスにて下
記の日程で開催されます。「花まつり」は4月8日のお釈迦様の誕生を祝う仏教
行事。本学の特色を知ってもらうとともに、新立正大生の誕生を祝福して、花
御堂の設置や灌仏（甘茶を注ぐイベント）が行われます。

新入生歓迎イベント
品川と熊谷で「花まつり」を開催

【日時】4月8日(水) ～ 10日(金)
　　　 10時～ 17時30分

【場所】学生広場10号館前（セレモニー）
　　　 11号館山手通り口（花御堂設置）

品川キャンパス

【日時】4月1日(水) ～ 3日(金)
　　　　　1日 10時～ 16時
　　 　2・3日 10時～ 17時30分

【場所】
    1日 アカデミックキューブ前広場
2・3日 アカデミックキューブ入り口付近

熊谷キャンパス

平成27年度
熊谷キャンパス前期公開講座のお知らせ

【時　　間】12時50分～14時20分
【会　　場】立正大学熊谷キャンパス　アカデミックキューブ1階　A101教室
【受  講  料】無料　※申し込まれた方はどなたでも受講できます。
【申込方法】下記6点の必要事項をご記入の上、はがき・封書・FAX・メールのいずれかでお申込ください。
　　　　　 ①氏名（ふりがな）  ②年齢　③性別　④郵便番号　⑤住所　⑥電話番号
　　　　　  ※ ご提供いただく個人情報は、立正大学個人情報保護に関する規程に基づき本公開講座のみに使用し、この目

的以外には使用いたしません。 
【申込期限】平成27年5月23日(土) ※郵便の場合は当日消印有効
【申  込  先】立正大学地球環境科学部事務室　〒360-0194　埼玉県熊谷市万吉1700
　　　　　  ☎048-539-1630　FAX 048-539-1632　Ｅメール：k-koza@ris.ac.jp
◆主催　立正大学 法学部・社会福祉学部・地球環境科学部 
◆後援　熊谷市教育委員会・行田市教育委員会・東松山市教育委員会・深谷市教育委員会・滑川町教育委員会

　立正大学では、地域交流・生涯学習支援を目的に、熊谷キャンパス3学部（法
学部・社会福祉学部・地球環境科学部）合同で公開講座を行っています。ど
なたでもお気軽にご参加いただけます。たくさんの皆さまのご参加をお待ちし
ております。

平成27年度 熊谷キャンパス公開講座の講師および演題

月 日 学 部 講 師 演 題
6月  6日(土) 地球環境科学部 安原 正也 教授 大地に眠る水～地下水と温泉を水質から探る～

6月13日(土) 地球環境科学部 吉﨑 正憲 教授 当たり前の風景である雲や雨の現象をもっと探ると？

6月20日(土) 法学部 早川 誠 教授
格差社会と日本政治
～ピケティ・ブームが問いかけたこと～

6月27日(土) 法学部 長島 弘 准教授 最近話題になった税金裁判について

7月  4日(土) 社会福祉学部 山口 忠利 教授 ゲーテの時代にアベノミクスを学ぶ

7月11日(土) 社会福祉学部 矢澤 圭介 教授
パパ・ママ・ジジ・ババの子育て術 
－アドラー心理学に学ぶ－
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「国際交流バスハイク」を実施しました！
本学と縁が深い身延山久遠寺を訪問
　2月6日、恒例の「国際交流バスハイク」を
実施しました。参加者は総勢35名（留学生
14名、日本人学生17名、引率者4名）。今回
は初めての2月実施ということで、天候が心配
されましたが、日頃の参加者の行いが良いせ
いか、前日に降った雪の影響もなく快晴とな
り、気持ちの良い一日となりました。
　前年度の飯高壇林（千葉県）に続き、今回
も立正大学に縁のある場所、身延山久遠寺（山
梨県）がメインの訪問先でした。めったに経
験することができない祖師堂「御開帳」など
に参列した一同は、背筋を正した後、久遠寺
の歴史について真剣に聞き入っていました。
また、昼食時には湯葉料理の専門店を訪問。
日頃、あまり口にすることがない湯葉のフル
コースに、留学生
も日本人学生も
舌鼓を打ちまし
た。最後の訪問
先の御殿場アウト
レットでは、夕焼
けに染まる美しい
富士山を見なが
ら、買い物や食事
にと、それぞれが
思い思いの時間
を過ごしました。
　国際交流セン

ター主催のバスハイクは、留学生、日本人学
生を問わず、品川キャンパスと熊谷キャンパ
スの学生同士の貴重な交流の場ともなってい
ます。今年度ももちろん実施する予定ですの
で、皆さんもぜひ参加してください。

　今年も「春の留学フェア」を品川と熊
谷の両キャンパスにおいて開催します。
品川キャンパス（51B教室）では、4月
14日（火）・15日（水）の2日間、熊谷キャ
ンパス（A403教室）では、4月8日（水）・
9日（木）・10日（金）の3日間の開催と
なります。同期間中は会場において、国
際交流センター主催の海外プログラムを
紹介する「海外留学ガイダンス」や、過
去に留学や研修に参加した先輩が体験談
を発表する「体験報告会」を実施するほか、「写
真展示コーナー」や「資料閲覧コーナー」、「資
料配布コーナー」を設置するなど、さまざま
なイベントを行ないます。
　今年度より本学では、新規プログラムとし
て、夏期・春期休暇中にオーストラリアのシド
ニーで現地企業の実習生として働く「海外イ
ンターンシップ」や、夏期休暇中にハワイの
日蓮宗別院に滞在しながら、お寺での生活や
地域のボランティア活動を体験する「ハワイ
お寺ステイプログラム」がスタートします。
留学フェアでは、もちろんこの二つのプログ
ラムも紹介しますので、海外留学や語学研修、
ボランティアや海外インターンシップに関心
のある方は、留学フェアにぜひ参加してくだ
さい。品川・熊谷の両キャンパスとも会場の
出入りは自由です。多くの学生の参加をお待
ちしています。2 月には珍しい青空の下、身延山久遠寺の境内で記念撮影

「日本とは違う世界が見たい」
卒業後間もなく渡米

　『Ｔｉｍｅ ｆｌｉｅｓ ｌｉｋｅ ａｎ ａｒｒｏｗ』 
　私が立正大学を卒業してから、すでに40数
年がたちました。大学生活の中で何が良かっ
たかと問われれば、教授や仲間たち、そして
合氣道を通じて、とても素晴らしい人間関係
が築けたことです。特にゼミの教授と学生課
の方には、大変お世話になりました。私が合
氣道部主将になった時から現在に至るまでの
長い間、面倒を見ていただいており、心より
感謝しております。
　私は大学を卒業して間もなく、「日本とは違
う世界を見たい」と思い、アメリカのロスア
ンゼルスに行きました。渡米当初は、長い間
暮らしてきた日本とは、文化や人々の行動が
大きく異なることに驚いてばかりいました。

合氣道普及のために再度渡米
フロリダ州でゼロからのスタートを

　私は２年後に帰国し、その後、日本で合氣
道の修行を４年半ほど続けることになります。
帰国後しばらくすると、ある種のカルチャー
ショックを受けました。私を取り巻く人たちと、
何となく気持ちが合わないのです。社会全体
が無機的で、人々がロボットのように働く姿
に人間味を感じられませんでした。人それぞ
れの感性の違いかとは思いましたが、それら
を払拭するかのように、私は合氣道のために
再度渡米する決心をしました。

まとめるかという問題は、私の合氣道人生に
とって本当に良い勉強になりました。

合氣道を通して世界の人々に
平和と協調の大切さを伝えたい

　私は現在、カリフォルニア州に住居と道場
を構えておりますが、人生65年の半分ずつを
日本とアメリカで過ごしてまいりました。現在
の地に在住してからは、春と秋の年２回、日
本の支部を訪れます。合氣道仲間や、学生時
代の恩師と友人に会い、楽しい時間を過ごし
ます。訪日時には必ず支部での合宿に招かれ
ますので、この時期に合わせて昇段審査を行
い、国際段位認定やインストラクター資格の
授与を行います。
　私はこれからも合氣道を通して、日本はも
とより世界の人々に、平和と協調の大切さを
理解していただき、これからもより良い社会
になるよう、活動したいと思っております。弘
道会合氣道インターナショナルのHPをご覧い
ただければ、私たちがどのような活動をして
いるかを概観いただけるかと思います。

１９４９年　栃木県に生まれ、東京都八王子で育つ
１９６９年　合氣会本部道場にて修練を始める
１９７３年　立正大学経営学部卒業　商法ゼミナールに参加
１９７６年　�国内道場で合氣道の指導にあたる
１９８０年　フロリダ州に渡り、刑務官に対して守備戦術を指導
１９９５年　�カルフォルニア州テメキュラに合氣道道場として、

弘道会合氣道インターナショナルを設立し、主宰する
１９９５年　著書『ＫｉＰｏｉｎｔｓ』を出版

●大島 実（おおしま みのる）さん

昼食は湯葉のフルコースを堪能。留学生も「日本の味」
に大満足

◆平成27年６月27日（土）～ 6月28日（日）
◆会場：ホテルグランテラス富山

住所：富山県富山市桜橋通り2－28
TEL：076-431-2211

◆主催：立正大学校友会・立正大学同窓会
◆協力：立正大学同窓会富山県支部

【６月27日】
第１部 立正大学校友会主催講演会
13:30 ～14:30（受付：13:00より）４階 瑞雲の間
◆演題：「立山の自然の魅力～雪の壁から氷河まで～」

第２部 立正大学同窓会定期総会
15:00 ～ 17:00 4階 瑞雲の間
◆来賓挨拶
◆平成26年度事業報告・決算報告
◆平成27年度事業計画・予算について
◆その他
第３部：立正大学同窓会定期総会懇親会
17:30 ～ 19:30 4階 祥雲の間（会費：無料）
◆越中おわら節が披露されます。

【６月２８日】
オプショナルツアー

『立山・黒部アルペンルートのうち立山室堂周辺散策』
　貸切バスにて標高2,450メートルの室堂まで
登り、「みくりが池」「雄大な立山連峰」を間近
に見ながら周辺の散策をします。
◆募集人数：45名 
◆参加費用：3,000円
◆ 宿泊：ホテルグランテラス富山のみこちらで

ご案内をしております。ご希望の方は学長室
校友課（03-3493-6673）までご連絡くだ
さい。シングルルーム １泊朝食付 5,700円

◆平成27年度の校友会在校生支援事業とし
て、卒業生と入学生の方へ校歌・学園歌の入っ
た大学スクールカラー校章入USBメモリー
を贈呈しました。

　大学生活を大いに楽しんでください。
母校を通じて良い仲間、先輩を見つけ、
卒業後も末長いつき合いを続けてもらい
たいものです。学生時代の仲間は、人生
において特に貴重な存在になると思いま
す。人生は長いので、ゆっくりと、焦ら
ずに自分の道を歩いてください。

校在 へ生 メの セッ ジー

　フロリダ州では、前回の渡米のときとは比
べものにならないほど、多くの経験をしまし
た。合氣道をアメリカに伝え、普及させるた
めに、まったく無からのスタートでした。稽古
ができる場所探し、備品の調達、そして何よ
りも、稽古に来てもらえる人たちを見つけな
ければなりませんでした。そのようななか、
歳月がたつうちに協力者も道場に集まってき
てくれるようになりました。
　私は道場での稽古以外に、フロリダ州刑務
所の要請によって看守向けの合氣道講座を任
されるようになり、３年半ほど担当しておりま
した。受講者は、１クラス当たり３０人前後で、
週ごとに顔ぶれが変わります。講座の始まり
には、特に精神を集中させました。猛者揃い
である(笑)看守たちと、どれだけ早く打ち解け
て、彼らをまとめられるかが勝負の鍵となる
からです。看守たちは、合氣道を習得するた
めに私の講座を受講しているのではなく、い
わゆる職場研修として参加しています。目的
を異にする人たちをいかにコントロールして

弘道会合氣道インターナショナル・主宰

経営学部経営学科卒業
大島 実さん

大自然の氣を感じて
現地支部：カリフォルニア州・フロリダ州　日本支部：��東京羽村市・東京八王子市・千葉県・山梨県・栃木県・三重県・大阪府
弘道会合氣道インターナショナル　ホームページ：http//www.kodokaiaikido.com　所在地：��42143�Avenida�Alvarado,Ste.D-1�,Temecula,CA�92590-3435�U.S.A.

会場では、留学に関するさまざまな情報を入手することができます

「海外インターンシップ」など、新規プログラムも紹介
「春の留学フェア」に参加しよう!

講師 富山県立山カルデラ砂防博物館学芸課長
飯田 肇 氏

飯田肇（いいだはじめ）氏
茨城県生まれ。名古屋大学大学
院理学研究科満了。黒部市吉田
科学館主任学芸員を経て、富山県
立山カルデラ砂防博物館に勤務、
現在に至る。

国際交流国際交流

合氣道を通して、世界の子どもたちに平和の大切さを教
え続ける大島 実さん

今年度は富山で開催
校友会主催の講演会や懇親会、

オプショナルツアーも

平成27年度
立正大学同窓会定期総会のご案内

校友会から記念品を贈呈校友会から記念品を贈呈
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22年間、マーチングバンド部の顧問
を務め、全国高校総合文化祭や全
国高校選抜大会などへの出場を果
たしてきました。現在はライフル射
撃部の顧問として2年目を迎え、昨
年度に開催された「長崎がんばらん
ば国体」では、ビームライフル（女子）
競技において2年生の部員を準優勝
に導きました。教員生活の前半を文
化系、後半を運動部系と2つの部活
顧問を担当させていただき、幸せ
者です。
　今後も、一人ひとりを大切にした
心の込もった教育を心がけ、精進努
力していきたいと思っています。

勤続27年。教科指導では音楽科と情報科。
部活動ではマーチングバンド部と
ライフル射撃部の二刀流。

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
心
の
こ
も
っ
た
教
育
を

【スノーボード研修 2年生 】 マーチング部

【地歴研修 1年生 】

最終日には、
ゲレンデを独力で滑降!!

二年連続、全国大会に出場
さらに上を目指して
日々練習に励む

神々の国、出雲の歴史をたどる

毎 年、2月に島根県立古代出雲歴史博物
館、および出雲大社において、地歴研

修を行っています。
　島根県立古代出雲歴史博物館では、昨年末
に開通した尾道松江自動車道の工事中に発掘
された資料が展示され、生徒も興味深く見学
をしていました。
　また、出雲大社では本校卒業生の巫女さん
に出迎えられ、クラスごとに写真撮影した後、
生徒たちは本殿において各々に願い事をか
け、参拝（出雲大社のおまいりは「2礼、4
拍手、1礼」)しました。
　縁結びの神・福の神として名高い「出雲大
社」は、日本最古の歴史書といわれる『古事
記』にその創建が記されているほどの古社で、
明治時代初期までは「杵築（きづき）大社」
と呼ばれていました。
　主祭神は大国様として馴染みの深い「大国

主大神（おおくにぬしのおおかみ）」で、『古
事記』に記される国譲り神話には、大国主大
神が高天原の天照大神（あまてらすおおみか
み）に国を譲り、その時に造営された天日隅
宮（あまのひすみのみや）が出雲大社の始ま
りといわれています。「大社造り」と呼ばれ、
国宝にもなっている厳かな本殿に、生徒たち
はあらためて歴史の重みを実感したようです。

●2回戦　vs丸岡
　勝機を手繰り寄せる力強さ

　競技場に詰めかけた淞南応援団の大声援
に後押しされ、エースのFW中島隆司君が一
気に試合を動かしました。まずは前半7分、
左サイドからのCKを獲得すると、MF藤井

した。しかし、淞南サッカー部の逆境をはね
返そうとする精神の強さ、そして魂のこもっ
た“揺るぎなき全員サッカー”は、多くの人々
に感動を与えました。
　熱い戦いを終えた淞南サッカー部。悲願達
成に向けてのチャレンジが再び始まります。

半26分に1点を返されたものの、最後まで
集中を切らさず、相手の反撃をしのぐ勝負強
さを見せました。

●3回戦　vs尚志
　上回ったストロングポイント

　ハーフタイムに両チームが2選手ずつ交代
しますが、この交代策が明暗を分けました。
後半開始から出場したMF髙田雅貴君が12
分に、練習どおりの形から貴重な追加点を
ゲット。その後も、淞南が試合巧者の貫禄を
誇示し、全員安定した納得の完封勝利で2大
会ぶりの準々決勝進出を決めました。

●準々決勝　vs流経大柏
　貫いた〝淞南スタイル〟

　キックオフ直後から、攻守が目まぐるしく
入れ替わるスピーディーな展開になりまし
た。何とか主導権を握ろうとしたものの、前
半25分に先制点を奪われると、同31分にも
追加点を許し、ハーフタイムの時点で0-2に。
それでも「2点差なら追いつける」と選手た
ちは奮起し、果敢に仕掛けます。しかし、後
半19分には退場者を出してしまい、直後の
PKは防いだものの、その後、ミスから3点
目を喫してしまいました。
　残念ながら、過去最高の成績に並ぶ4強進
出、そして悲願の日本一達成はなりませんで

昨 年も「マーチングバンド全国大会」に
出場することができました。今回は

「NEW DAYS 〜心の鍵を見つけに〜」とい
う、私たちの新たな出発をイメージした
ショーを構成しました。今年度は人数も少な
く、不安な部分も多かったのですが、基礎練
習を徹底し、部員一同、高い目標を持って日々
の生活を送りました。今回の結果は、多くの
方々の支えがあってこそ、成し遂げることが
できたと思っています。
　これからも、多くの卒業生が残してくれた
素晴らしい伝統をベースに、さらに上を目指
し、部活動だけではなく、学校生活をより充
実させたいと思っています。引き続き応援を
賜りますよう、よろしくお願いいたします。

2 月16日から18日にかけての3日間、ス
ノーボード研修が大山スキー場で開催

されました。インストラクターの方の指導の
下、一人ひとりが一生懸命に練習にチャレン
ジ。初日は立つのも危うかった生徒たちが、
最終日には自分の力で滑り降りていく姿に、
研修の成果が表れていました。
　一般の方々に混じっての団体行動では、時
間を守ることや周囲への気遣い、お互いが助
け合い、協力することの大切さなどを学ぶこ
とができました。ゲレンデに生徒たちの笑顔
が溢れ、生き生きと取り組むことができた今
回の研修は、今後の学校生活に活かすことが
できる、貴重な体験となりました。

力強いドリブルで相手ゴールに迫る中島隆司君（17）

3年連続14回目の出場を果たした淞南サッカー部の勇姿

助け合い、競い合うことが上達の秘訣!

大会では、部員一人ひとりが練習で培った力を出し
切りました

かつての出雲大社の姿を復元した模型の前で記念撮影

準々決勝で敗れる
〝全員サッカー〟に惜しみない拍手

全国高校サッカー選手権大会

■ 第93回全国高校サッカー選手権大会
　 試合結果

1月5日（月）フクダ電子アリーナ
準々決勝　vs流通経済柏（千葉県）0-3

（前半2-0　後半1-0）

1月3日（土） フクダ電子アリーナ
3 回 戦　vs尚志（福島県）2-0

（前半1-0　後半1-0）
平田健人（前半32分）高田雅貴（後半52分）

1月2日（金） 柏の葉公園総合競技場
2 回 戦　vs丸岡（福井県）2-1

（前半0-0　後半2-1）
中島隆司（後半47分、53分）

大会優秀選手　16 MF 藤井潤太、17 FW 中島隆司

　平成元年に奉職して以来、勤続
27年を迎えようとしています。着任
当初より先代理事長である、故・岡
崎功先生（本校創立者）の教えを生
徒に一つでも多く伝えたいと、本校
の建学の精神でもある「忠孝・礼儀・
信義・愛国心・仁愛」を教育の根幹
に据え、日々生徒と共に学校生活を
送っています。
　これまでに総舎監（寮監12年）、
学年主任、教科主任、さらには人権・
同和教育主任などを歴任し、音楽
科、および情報科の授業を担当し
ています。
　また、部活動では平成元年から

潤太君のクロスを巧みにヘディングで合わ
せて、先制点を奪います。直後の9分に中島
が放ったシュートは、惜しくもクロスバーに
阻まれましたが、同13分、ピッチ中央左か
ら鋭いドリブルで持ち込むと、そのまま右足
を一閃。またしてもエースがゴールをこじ開
け、リードを2点に広げました。その後、後

運動部系の顧問も担当
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　プロ選手から教育者に進む決心
をして、早稲田大学に進学。「プロ
で学んだことを高校生に伝えたい」
と思い、指導者の道を選びました。
縁あって立正高校の教員になり、3
年目を迎えました。
　今の高校生に伝えたいことは、「う
まくいかないことがあると、人のせ
いにして、逃げてしまうような人間
にならないでほしい」ということです。
どんな環境の中であっても前向きに
考え、結果を残すように努力するこ
とが大事です。これからも、そうい
う高校生を応援していきます。

甲子園で全国優勝を果たし、
プロの世界へ。
「野球人生で学んだことを伝えたい」と、
高校教師の道を選ぶ

常
に
前
向
き
に
考
え
、努
力
す
る
こ
と
が
大
切

　平成13年、甲子園で日大三高が
全国優勝した時のメンバーです。卒
業後、プロ野球選手としてヤクルト
で5年間、西武で1年間プレーしまし
た。当時活躍していた古田・青木・
池山・稲葉選手などの一流選手と
一緒にプレーできたことが、一番良
い思い出として残っています。そう
した選手たちから学んだものは、技
術以上に考え方です。技術を究め
るためには練習が一番大事ですが、
その取り組み方や思考法の素晴らし
さを吸収できました。一流選手は、
「究極」を究める思考法も一流です。

甲子園での勇姿

建学の精神「行学二道」を教育の柱に
受験生・保護者から認められ
選ばれる学校づくりに邁進してまいります

こ のたび、立正大学付属立正中学校・
高等学校校長に就任した大場です。

昭和45年4月に立正中学校に入学し、昭和
51年3月に立正高等学校を卒業するまで、
この母校で6年間生徒として立正精神を学び
ました。桜美林大学を卒業後、英語科教諭と
して奉職し、本年度で勤続35年を迎えます。
その間、英語科主任、進路指導部長・教務部
長を経て、教頭を13年間務めました。中原
前校長のあとを受けて校長職に就きますが、
身の引き締まる思いです。
　本校は創立110年を迎える、伝統ある学
校です。建学の精神である「行学二道」を教
育の柱に、宗教的情操教育を基に人間力を高
め、社会に貢献できる生徒を育てることを目
標としています。これからは高大連携を一層
強化し、グローバル人材の育成・ICT教育の
促進にも力を注いでまいります。
　また、「大学付属型の進学校・上質な共学校」
としての地位を築き、単に偏差値教育や難関
大学への合格実績の向上のみにとどまらず、

「人間教育」「環境教育」など、対外的にも認
められる教育を目指します。また、世界に通
用する教育=グローバル教育には、外国語教
育（リスニング力・スピーキング力）の向上
が責務です。そのためには、現在実施してい
る英国・米国ホームステイの充実に加え、短期・

長期留学制度の実施も検討して
まいります。
　馬込キャンパス移転3年目を
迎え、充実したキャンパス施設
を生かした「文武両道」と、地
元地域や小中学校との連携を一
層強固なものとし、受験生・保
護者から認められ、選ばれる学
校づくりに邁進してまいります。
　立正大学学園発展のために
全力で臨む覚悟でおりますの
で、どうぞよろしくお願いいた
します。中原前校長から辞令を渡される大場新校長

大場新校長

新校長 あ い さ つ

第27代校長 大
おお

場
ば

 一
かず

人
ひと

中1生を対象に「職業講話」を開催
将来の職業選択に向けた第一歩に

259名が未来へと羽ばたく

今 年1月29日、中学1年生を対象とした、
本校卒業生による「職業講話」が開

かれました。今回講師をお願いしたのは、
JR東海で新幹線の運転手を務める渡辺邦彦
さん、薬剤師の金子奈央さん、北海道で
猛禽類研究所に勤務する丸山久美さん、
映画監督の藤井道人さん、世界に飲食店
を広げる実業家の辻田雄大さんの5名
で、それぞれの方がご自身の仕事に対す
る熱い思いを語ってくださいました。
　この催しは、将来の職業選択に向けた
第一段階の企画です。中学2年生では、
希望の職場を訪ねて、現場の方からお話
を伺う「職場訪問」が行われ、中学3年
生では、職場で実際に3日間一緒に働く
「職場体験」が実施されます。中学時代

去 る2月28日、古河理事長・山崎学長
のご臨席の下、本校アリーナで第67

回立正高等学校卒業式が行われ、259名の

はこの3段階を経験して、高校での職業選択
につなげていきます。将来の目標を定めるこ
とができれば、勉学にも一層励むことができ
るはずです。

卒業生が巣立っていきました。
　式典は、賞状授与、中原校長の式辞、来賓
の祝辞と進み、中央委員長の北里君の涙声で

の答辞では、観客から
もすすり泣きが聞こえ、
感動の卒業式となりま
した。
　校舎移転に伴って新
制服に変えたため、伝
統の男子の詰襟学生服
もこの学年で最後とな
り、一層さみしさが募
る卒業式となりました。
　「清若き者に幸よあ
れ!」と心から願ってい
ます。卒業おめでとう!

向かって左から、渡辺邦彦さん、金子奈央さん、丸山久美
さん、藤井道人さん、辻田雄大さん

卒業証書を受け取る生徒の胸には、楽しかったこと、苦しかったこと、さまざ
まな思い出が去来していることでしょう

卒業、おめでとう!

行学ホールに釈迦如来坐像が奉安

去 る12月19日、行学ホールに釈迦如来
坐像が奉安され、開眼法要式が営ま

れました。これは立正大学開校140周年事
業の一環として、立正高校後援会・同窓会に
よって発願され、寄贈されたものです。釈迦
如来坐像は、仏師の岩崎靖彦氏に制作を、立
正大学仏教学部の秋田貴廣教授に監修をお
願いし、約2年半の年月をかけて造像されま
した。
　開眼式には立正大学学園・古河理事長に
導師を、新渡戸同窓会会長や後援会の方々

に脇導師・式衆
をお願いし、厳
粛な雰囲気の中
で法要が営まれ
ました。
　式典には日蓮
宗宗務総長の小
林順光上人をお
迎えし、大学学
園理事や職員の
方々をはじめ、師親会・後援会・同窓会の各
役員の方々、合わせて約100名が参列。中
学3年の橘田あかりさんが奉賛文を奏上しま
した。
　これから生徒たちは、機会あるごとにお釈
迦様に手を合わせ、礼拝することができます。
行学ホールに奉安された釈迦如来坐像は、生
徒たちの「心の安らぎ・拠り所」となるはず
で、生徒たちは永遠にお釈迦様に守られなが
ら、学校生活を送ることができるでしょう。

立正大学学園・古河理事長を導師として、厳かに法要
が営まれました

開眼法要式が行われる

奉安された釈迦如来坐像。ふっ
くらとした優しいお顔立ちが印
象的です
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硬式野球部
り、毎日がより一層リーグ戦を意識
したものになりました。
　昨年は春季リーグ戦で優勝したも
のの、入替戦では青山学院大にまさ
かの2連敗。大変悔しい思いをしま
した。しかし、その分だけ、今年は
昨年以上に1部復帰への思いがチー
ム全体として強くなりました。
　いよいよ4月7日に春季リーグ戦
が開幕します。主将・伊達直紀（法4・
横浜高）を中心にチーム一丸となり、

「1部復帰・日本一」を実現するとい

この春は1部復帰、秋には日本一へ

強化クラブとして
創部40周年

19名の新人を迎え、
1年での1部復帰を目指す

太陽生命カップ、
2連覇へ

春を迎え、今季の奮闘を誓う
各部の目標達成を目指して
　本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、硬式野球部、ラグビー部、サッカー
部を強化クラブとしています。各部とも今季の飛躍を期しています。ぜひ応援にいきましょう！

　この春、ラグビー部男子は19名
の新人を迎えます。
　昨年までは関東大学リーグ戦1部
で大学選手権出場を目指していまし
たが、入替戦で敗れたため、今年は
2部からの再スタートとなりました。
　新人というフレッシュな力を糧に、
1年で1部に復帰し、大学選手権で戦

　ラグビー部女子は3名の新人を迎
え、今年は11名で活動します。昨年
は「ARUKAS KUMAGAYA」とし
て、女子セブンズの太陽生命カップ
で完全優勝を成し遂げました。新た
な戦力を得て、2連覇に向けて日々
練習を行っています。
　今年は、2016年にリオデジャネ
イロで開催されるオリンピックのア

えるチームにするため、これから厳
しいトレーニングを積み重ねていき
ます。
　今年は9月下旬からリーグ戦が始
まり、12月13日に入替戦が行われ
ます。この日に勝利することを今年
の目標とします。今年も皆さまの応
援をよろしくお願いいたします。

ジア予選が11月に行われます。この
大会に1人でも多くの学生を送り出
すこと、そしてこの予選を勝ち抜き、
オリンピック選手を輩出することも
大きな目標です。
　今年も皆さまの応援をよろしくお
願いいたします。

　2月12日から28日まで
の間、香川県高松市にて春

季キャンプを行いました。
　今年の目標である春季リー
グ戦での1部復帰、そして秋季
リーグ戦での日本一という明
確な目標に向けて、それぞれ
の選手が個々のレベルアップ
とチーム力の向上に励んだ結
果、とても充実したキャンプ
にすることができました。
　3月からはオープン戦が始ま

　体育会サッカー部は本年、強化ク
ラブとして創部されてから40周年
を迎えます。そのような節目の年に、
今季の主将を務めるGKの松井聡希

（地環4・アルビレックス新潟ユース）
の下、「関東大学サッカーリーグ復
帰」を目標として日々、練習に励ん
でいます。
　優れた選手が多いなか、ぜひ注目
していただきたいのが雪島遼平（地
環3・浜松開誠館高）です。彼は昨年、
東京都1部リーグの得点王に輝き、
東京都選抜に選出されるという実績
を残しました。今季は副主将を務め、
さらなる成長が期待されています。
　この4月上旬には早くも総理大臣

杯の東京都予選がスタート。まずは
関東予選進出への戦いが始まりま
す。厳しい戦いが続きますが、一戦
一戦全力で乗り越えていきます。ご
声援よろしくお願いいたします。

▲黒木優太投手（法3・
橘学苑高）
◀高橋史典投手（法4・
修徳高）

う強い意志をあらためて固め、今後
も精進してまいります。
　部員一同、精いっぱい頑張ります

ので、今後も変わらぬご支援、ご声
援のほど、よろしくお願いいたしま
す。

硬式野球部
2015東都大学2部春季リーグ

vs東洋大 4月11日（東洋G）、12日（立正G）

vs青学大 4月25日（青学G）、26日（立正G）

vs国士大 5月  2日（立正G）、  3日（国士G）

vs東農大 5月16日（立正G）、17日（東農G）

vs日本大 5月23日（日本G）、24日（立正G）

サッカー部
2015東京都1部リーグ

東農大 亜細亜大

國學院大 成蹊大

明治学院大 大東文化大

山梨学院大 学習院大

立正大 立教大

ラグビー部
2015関東大学ラグビーリーグ戦2部

日本大 東洋大

立正大 国士舘大

関東学院大 玉川大

國學院大 白鴎大

ラグビー部
男 

子

女 

子

　われわれラグビー部は、今年度の目標として関東大学ラ
グビーリーグ戦1部復帰を掲げています。昨年度の入替戦に
よる降格という悔しさを決して忘れることなく、日々努力し
真剣に練習に励みます。

　年末の入替戦に勝利し、関東大学ラグビーリーグ戦1部に復帰できるよう頑張
ります。応援よろしくお願いいたします。

籾山拓己（社福 4・札幌山の手高）

降格の悔しさを忘れず、練習に励む

　昨年度、セブンズの国内大会である「太陽生命カップ」
で三冠を達成し、日本一になりました。
　今年も昨年同様、他チームを圧倒して日本一を目指すと
ともに、11月のオリンピック予選に向けて日々練習に励ん
でいきます。応援よろしくお願いいたします。

鈴木陽子（社福 4・横浜市立東高）

今年も他チームを圧倒し、日本一を

　体育会サッカー部主将の松井聡希です。今年からチーム
運営の仕組みを一新し、一からスタートすることにしました。
監督・コーチ・学生スタッフと緊密に協力し、チームを盛り
上げていけたらと思っています。

　今年は例年以上にピッチ内外での活動・活躍に注目してください。よろしくお
願いいたします。

松井聡希（地環4・アルビレックス新潟ユース）

ピッチ内外での活動・活躍に乞うご期待

　このたび第67代主将を務めさせていただくことになりま
した伊達直紀です。

　今年のチームのモットーは、昨年から取り組んでいる守り勝ち、負けない野
球を展開することです。春季リーグでは優勝して1部復帰を果たすこと、秋季リー
グでは日本一になることを目指し、日々精進しております。
　誰からも応援されるチームにしていくため、主将としてチームをまとめ上げて
いく決意です。今後も皆さまの温かいご声援をよろしくお願いいたします。

伊達直紀（法 4・横浜高）

守り勝ち、負けない野球を

三好大輝三塁
手（ 法2・ 三
本松高）

▲FW　雪島遼平
（地環3・浜松開
成館高）
◀MF　平敷兼

（地環4・川崎フロ
ンターレU18）

相手選手を引きずりながら突進
する岩井茜奈（社福4）の勇
姿（太陽生命ウィメンズセブン
ズ2014）

立正大学ラグビー部女子部員

ナンバー8　フイラ
ラ・レイモンド・タ
オイプ（社福3）

フルバック　アラ
イアサ・ローラン
ド・ファアウイラ
（社福2）

サッカー部

◀MF　須江守
（地環2・帝京
第三高）
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■平成26年度の課外活動顕彰団体・個人
　 ※学年は受賞時

種別 団体・個人名 主たる顕彰推薦理由 顕彰種類

団
体

独立団体グリークラブ 平成26年の第69回東京都合唱コンクールにおいて金賞を受賞。 優秀賞

独立団体吹奏楽部 平成26年の東京都吹奏楽部コンクールにおいて創部初の2年連続金賞を受賞。 優秀賞

体育会射撃部 平成26年度関東学生ライフル射撃選手権大会で男女アベック優勝。入れ替え戦も勝利し、男女ともに2部昇格。 優秀賞

個
人

体育会水泳部
笹山康太さん （文学部社会学科4年）

「ジャパンオープン2014」出場。「第87回関東学生選手権水泳競技大会」男子第3部で100mと200mの背泳ぎで優勝。「日本学生選手権大会」50m自
由形と100m背泳ぎ出場などの功績。 最優秀賞

体育会柔道部
大谷健太さん （法学部法学科1年）

1年生ながらも「平成26年度品川区秋季区民大会」で男子弐段の部（無差別級）で優勝。「東京学生二部優勝大会（無差別団体）」では3試合すべてに勝利
し、大会優秀賞を受賞。 優秀賞

体育会籠球部
大島瑞紀さん （社会福祉学部社会福祉学科４年） 「第64回関東学生女子バスケットボールリーグ戦」の3部リーグにおいて、平均得点の最高得点を記録し、得点王を受賞。 優秀賞

体育会剣道部
野原友宏さん （法学部法学科４年） 「第40回関東学生剣道連盟対警視庁」剣道親善試合に本学として初選抜。この親善試合は関東学連所属の約100校中50名（男子）だけ選ばれる名誉の選抜。 優秀賞

体育会射撃部
秦慎之介さん （経済学部経済学科３年） 「関東学生ライフル選手権大会10mエアライフル立射60発競技」において全国大会出場ラインをクリアし、12年ぶりに全日本選手権大会に出場。 優秀賞

体育会柔道部
千葉勇作さん （仏教学部仏教学科１年）

「平成26年度品川区秋季区民大会」男子初段の部（66kg級）で、オール1本勝ちで優勝し、大会最優秀選手賞の品川区長賞を受賞。「東京学生二部優
勝大会（無差別団体）」で5位入賞。 奨励賞

体育会剣道部
石塚寿彦さん （経営学部経営学科２年） 「第47回埼玉学生剣道優勝大会」男子個人の部で優勝。今大会での優勝は7年ぶり。 奨励賞

体育会射撃部
内田ちふゆさん （文学部文学科4年） 「第9回関東デジタルピストル大会10m立射40発競技」において第5位。この大会には男女混合で52名が出場し、女子では最高位の成績を果たす。 奨励賞

体育会水泳部
安藤寛典さん （仏教学部仏教学科４年） 「第87回関東学生選手権水泳競技大会」男子第3部において、50m自由形で2位、100mバタフライで第4位に入賞。 敢闘賞

体育会柔道部
新島尚紀さん （仏教学部仏教学科3年） 「平成26年度品川区秋季区民大会」男子参段の部で、オール1本勝ちで大会3連覇を達成。「東京学生二部優勝大会（無差別団体）」で5位入賞。 敢闘賞

体育会柔道部
永田雅士さん （心理学部対人・社会心理学科3年） 「平成26年度品川区秋季区民大会（24地区対抗試合予選）」男子参段の部で準優勝。「東京学生二部優勝大会（無差別団体）」で5位入賞。 敢闘賞

　本学では課外活動で優秀な成績
を収めた団体や個人の功績を顕彰し
ています。平成26年度の表彰式は
3月10日に品川キャンパスで行わ
れました。平成26年度の顕彰受賞
団体・個人は右表のとおりです。

　第31回全国年賀はがきコンクールにて、大学の部で3
位に輝いた山田千晶さん。4歳のころから兄と一緒に始め
た書写・硬筆で、小・中・高と部門別で日本一になって
いる。
　しかし、今回の大会はおなじみの規定の手本で硬筆を
書写する部門ではなく、自由課題の部門で参加した。そ
こにあったのは、山田さんのこれまでとは違うことにチャ
レンジしたいという向上心だ。
　「新しいことにチャレンジするなら今しかないと思いま
した。表彰式ではうれしい気持ちで満たされた半面、日
本一になることの難しさも感じ、自分の勉強不足を思い

知らされました」
　現在の目標は「日本一になって表彰式で謝辞を読むこ
と」だそうだ。謝辞を読むことには挫折したときだけで
なく、日ごろから支えてくれている先生や親への恩返し
の意味もあると、力強い表情で語ってくれた。
　最後に、ご自身が書写・硬筆で継続する力を得た経験
から「すぐにあきらめずに、現在より少し高い目標を設
定して挑戦してほしい。今はダメでも、努力はいつか実る」
とメッセージを送ってくれた。

（群馬県立館林女子高等学校出身）

（文・学生記者　文学部文学科日本語日本文学専攻コース2年星 美槻）

INTERVIEW

全国年賀はがきコンクール「大学の部」で3位に
「新しいことにチャレンジするなら今しかない」
山田千晶さん（社会福祉学部子ども教育福祉学科4年）

　世界に衝撃を与えた日から丸4
年。東北地方の復興はまだ道半ばで
す。
　その困難さを見越して、東日本大
震災からの復興に当たり、2012年
4月以降10年間にわたって、教育
的視点から支援活動を行っていくた
めに発足したのが「私大ネット
３
さん

６
りく

」です。
　この取り組みの目的は加盟大学が

緩やかに連携しながら、自由で独自
性のある活動が行える環境を創出し
ていくこと。さらに、日本の次世代
を担うべき大学生が現地に集い、交
流する中で、社会的視野を拡大し、
人間として成長していくことも期待
されています。
　本学も加盟大学の一つで、本学学
生は長期休暇を利用してボランティ
アに参加してきました。今年も

「2015年春　南三陸スタディツ
アー」（Act1～ 4）のAct1「南三
陸の『いま』に学び、私達の『将来』
を考える旅」に2名、Act2「道に
まなび、道をつなぐ旅」に4名、
Act4「物語を紡ぐ旅」に3名の学
生が参加しました。
　参加した学生たちはActごとに行
われる事前研修・現地研修・事後研
修を通して被災地の「今」を体感し
ました。実りの多い体験になったよ
うです。

林業についての説明をお聞きし、地元の方々の熱意に感
銘を受けました

課外活動顕彰の受賞者の皆さん

グループに分かれて活発にディスカッショ
ン。多くの気づきがありました

南三陸町・旧防災対策庁舎の前で犠牲者の冥福を祈ります

東北地方の復興を目指し
9名の学生が参加

東北再生「私大ネット３
さん

６
りく

」

　「私が参加したAct1では『南三
陸にどのように観光客を呼び込む
か』をテーマに研修が進められ
た。たくさんの貴重で熱のこもっ
た意見を聞くことができ、感銘を
受けた。
　南三陸は震災による人口流出

が止まらないだけに、それを補完
する意味でも観光客の力は大き
い。南三陸には豊かな自然とそ
の恵み、人の温かさとつながりが
ある。皆さんにもぜひ足を運んで
もらいたい。それが復興にも大き
く役立つと思う」

体 験 談

髙柳拓夢さん（経済学部経済学科2年）

ボランティア体験記

おめでとうございます! 
課外活動顕彰表彰式、開催

3 位に輝いた書。力強く
も、すがすがしさにあふ
れる筆致ではないでしょ
うか

　「学生時代を輝かしいもの
にしたい。応援される側から
応援する側になり、元気を与
えたい」という思いを胸に、硬
式野球部の応援をはじめ、地
域イベントや大学イベント、
さらには依頼に応じて、曜日
に関係なく活動しています。
　他大学と合同でパフォーマ
ンスを演じる機会も多く、交流も盛んです。
　チームで活動するため、強い一体感が生まれ、卒業後のつなが
りが深いのも応援指導部ならでは。興味のある方は男女を問わず
大歓迎です。

学生時代を輝かしいものに
応援指導部

トピックス

本学の内外を熱いパフォーマンスで盛り
上げています

山崎学長による祝辞。受賞者の健闘をた
たえました
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くれるでしょう。

参加方法

　体育会各部から派遣されている部
員で成り立っているため、まずは体
育会団体に入部してください。そし
て、体育会団体をより盛り上げたい
と思ったら、各部の体育会本部員を
通してご連絡を。

に参加・協力しています。新入生勧
誘活動も運営しています。

参加方法

　役員は本会に所属する各サークル
からのみ立候補を受け付けていま
す。研究会連合加盟サークルに入部
するご予定のある方は、そのサーク
ルの代表者にお尋ねください。

各団体がスムーズに活動できるよ
う、建物内を管理・運営しています。

PR

　各団体がより活動しやすくなるよ
う、学生生活課と連携しています。
誰かの手助けをしつつ、社会に出た
ときに活用できることを身につけら
れます。

参加方法

　各団体からの派遣人員によって構
成されています。派遣要請は5月～
6月上旬に行う予定です。

た者。
（２）学部3・4年生もしくは2年生。

◆情報ＳＡの主な任務
●授業で使用する教育機器の事前準
備と利用補助　●配布資料の印刷補
助　●出欠調査の作業補助　●資料
等配布および回収補助　●授業進行
の確認補助等

（原則として、1科目当たり2名のSA
を配置する予定です）

◆問い合わせ先
　各キャンパスの情報メディアセン
ター 情報システム課の窓口まで。

学生による大学PR集団
RISカフェ

　RISカフェは何かをやりたい立正
大生のベースキャンプです。
●学園新聞やHPの記者として活躍し
たい　●PRビデオを制作→YouTube
に投稿したい　●公開講座を企画・
運営・演出したい　●2020東京オ
リンピックを盛り上げたい　●「着
ぐるみモラりす」に入りたい
　どれもプロの講師によるトレーニ
ングあり。やる気さえあれば大丈夫
です。毎週火・金の昼休みに、品川
キャンパス第8会議室にてミーティ
ングを実施中。

活動のお手伝いなど、互助会費の還
元・給付を目的に活動しています。

PR

　公文書の作成や理事会への出席、
関係各所との交渉など、社会に出た
ときに求められる能力が身につきま
す。

生目線の図書館広報のムービーを作
成　●学生目線での企画・展示　●所
蔵DVDの上映会

参加方法

【品川】学生生活課または学生会館
（12号館）へ。
【熊谷】学生生活課またはサークル
ボックス118号室へ。

◆ピアサポート
●利用サポート　●レファレンス補助
●図書館が提供するサービスの案内

る」ことを規約に掲げています。

PR

　「青春の詩」という本会加
盟団体を紹介する冊子を発行
しています。ぜひご覧くださ
い。

参加方法

　役員は本会に加盟している
サークルからのみ立候補を受
け付けています。加盟サーク

ルに入部予定の方は、そのサークル
の代表者にお尋ねください。

新規メンバー、まだまだ募集中

充実した　　　　  を送ろう!
　本学にはバラエティに富む団体がたくさんあるか
ら、16面の団体では「いまいちピンとこないなぁ」
という人でも大丈夫。この面もチェックしてみて。
予想以上に充実した学生生活が始まる予感!?

体育会系部活動をサポート
体育会本部

概要

　24の体育会系部活動について、
練習場所・時間の調整や大学との体
育設備の設置に関する交渉、各団体
の試合結果などの広報活動などを
行っています。

PR

　大学生になった今だからこそ、
サークルではなく「部活動」でスポー
ツに汗を流してみませんか？　高校
までとは違う、大学生としての部活
動は必ず皆さんを大きく成長させて

特色ある5団体で構成
研究会連合

概要

　古文書研究会、ボランティアサー
クルこんぺいとう、鉄道同好会＝
REX＝、考古学研究会、歴史研究会
の5団体で構成されており、研究会
合同発表会や合宿、星霜祭・橘花祭

熊谷キャンパスでの活動をサポート
サークルBOX運営委員会

概要

　熊谷キャンパスで活動する団体
に、ボックス（部室）や音楽スタジ
オなどを貸し出しています。また、

多様な授業で教育補助業務を
情報SA

　SA（スチューデント・アシスタン
ト）とは、授業担当教員の指示の下、
教育機器の準備や片付けなどのほ
か、出欠票や資料の配布・回収を手
伝うなど、軽微な教育補助業務に従
事する学生です。

◆応募資格
（１）原則として、当該授業科目の既
修者であり、かつ優秀な成績を修め

「がっぽ」の愛称でおなじみ
学生保険委員会

概要

　学生保険委員会「GAPPO」は、
がっぽランチの企画・運営や橘花祭
での講演会、スポーツテスト、献血

図書館のことならすべてお任せ
りぶたま

　「りぶたま」とは図書館で働く学
生アルバイト“librarian（ライブラ
リアン）の卵”のことです。

◆図書館業務補助
　配架点検、装備、書庫清掃、書庫
移動作業、図書配置替え作業、温湿
度チェック、保存書庫資料のデリバ
リー、図書データ入力、蔵書点検、
レファレンスデスク補助

◆りぶたまPresents
●図書館情報誌「立正本遊（りっしょ
うほんずさみ）」のりぶたまPresents
コーナーの執 筆　● おすすめ本、
DVDの紹介　●PC技術を習得し、学

品川キャンパス12号館の管理を担当
学生会館運営委員会

概要

　品川キャンパスのサークルおよび
部活動の部室がある12号館の管理・
運営を行っています。清掃活動の指
揮や窓口業務、事務作業など多岐に
わたって活動しています。

PR

　各団体からの派遣員で成り立っ
ているため、さまざまな人と出会
えます。業務も簡単なものが多い
ので、誰でも楽しみながら管理・
運営業務に携わることができます。

参加方法

　12号館に入室している各団体か

らの派遣という形で委員を募集して
います。

文化活動の中核を担う
文化団体連合会本部

概要

　文化活動の中核として、「公演」「展
示」「音楽」「旅行研修」を行う17
のサークルによって構成され、運営
されています。「真理を研究し、文
化創造をはかり、文化活動を促進し、
学生生活の充実と向上に努め、あわ
せて学問芸術研究の発展に寄与す

AEDの講習会なども開催

いつも和やかな雰囲気で運営しています

合宿で親交を深めることも

定例の会議の様子。すべてが自主的に運営されています

活生生学
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　「パソコンスキルが全体的に身に
つきました。他学部の授業に入るこ
ともあり、他学部の学びが得られた
のは良かったです」

経 験 者 スタッフコメント

　「教員を志望しています。後輩たち
に教える機会が良い勉強になりまし
た。後輩たちに気づきを与えられたと
きは嬉しかったです」

白
井
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子
さ
ん
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文
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　「レファレンス補助として、資料取
り寄せの申し込みを受け付けたり、
図書館の利用方法についての質問に
お答えしたりしています。調べ方や
資料の場所など、図書館内でわから
ないことがあったら、情報メディア
センター 2階のレファレンスデスク
にお尋ねください！」

　「皆さんにより楽しく図書館を利用
してもらいたいという思いから、企画
展示を行っています。現在はAV資料
コーナーに目を向けてもらうための
POPやおすすめDVDの紹介など、多
くの工夫を凝らした展示を情報メディ
アセンター 3階で開催中です。新しい
展示も企画しています」

　大学を盛り上げる活動に参加した
いと思っている人は、ぜひ受講して
おこう!!

【学生のためのマナー講座】
（1コマ）

　学園祭やオープンキャンパスのス
タッフ、課外活動の渉外担当の人、
アルバイトや就活にも絶対役に立ち
ます。修了者には活動時に使える
ネームプレートを発行します。

【マスコミ文章講座】
（全4回6コマ連続受講）

　元雑誌編集者の人気講師が、話題
の切り口や取材方法、読者に読ませ
る記事の書き方をレクチャー。作文

が苦手な人から、本気でマスコミを
目指したい人まで親身に対応。受講
後は学園新聞の記者としても活躍で
きます。

※  8～9面にスケジュールを掲載し
ています

マスコミ文章講座の様子

RISカフェのスキルアップ講座（無料）
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新規
メンバー
 募集中！

メンバーになりたい方は

　4月2日・3日に新入生勧誘活動
を実施。委員は緑色のスタッフ
ジャンパーを着用しているので、
気軽に声を掛けて。また、学生掲
示板に実行委員会への入会方法に
ついてのポスターを貼っておきま
す。そのポスターを見たら、ぜ

ひ連絡を。

のオープンキャンパスでは学生ス
タッフが毎年大活躍。スクールカラー

であるグリーンのおそろいのウエアを着
て、一緒に盛り上げませんか？

夏

メンバーになりたい方は

　各キャンパスの国際交流課の
窓口までお問い合わせを。品川
キャンパスは9号館1階で、熊谷
キャンパスはアカデミックキュー
ブ（19号館）1階で、お待ちして
います。

ココに注目！
　橘花祭実行委員会のメンバーと力を合わ
せて、企画を白紙の状態から練り上げ、準備、
運営します。そのため、企画力などのスキル
アップも期待できる点がメリット。特に新入
生の入会を待ってます。

●夏のオープンキャンパス日程
【品川】7月26日（日）、8月22日（土）、23日（日）
【熊谷】8月2日（日）、16日（日）
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　例年11月に品川キャンパスで開催される大学
祭を橘花祭といいます。橘花祭実行委員会の活
動も今年で10回目。ご来場の皆さまに楽しんで
いただくことを最大のテーマに、地域や企業の
方々、さらには大学側にも協力していただくこ
とで、毎年楽しく運営しています。

私
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祭 実 行 委 員 会
品川キャンパスの大学祭スタッフ

メンバーになりたい方は

　興味のある方はサークルBOX111
星霜祭実行委員会室へ! 4月2日
〜4日には勧誘活動も行う予定
です。新入生説明会、花見、新
歓コンパなども計画中。詳しい
活動内容を個性的な実行委員の
メンバーが丁寧に教えますよ!

ココに注目！
　交流イベントの企画・運営はメンバー全員で行
うため、外国人留学生に加え、他学部・他学年の
学生とも仲良くなれます。留学・海外研修経験者
も多く参加しているので、互いに情報交換できる
かも。楽しく明るい雰囲気の下、品川RIEAと熊谷
RIEAがそれぞれのキャンパスで活動しています。

Rissho Student International Exchange 
Association（通称RIEA“リア”）は、外国人留学生
との交流やサポートを行うことを目的とした学生団体

（サークル）です。外国人留学生のサポート（キャン
パス案内、東京案内など）、外国人留学生との交流（文
化交流会、留学生交流会、ランチ会など）、語学勉強会、
文化交流会などを行っています。メンバーは日本人学
生と留学生の約130名で構成されています。
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ココに注目！
　実行委員会といっても堅苦しさはゼロ。仕事
も大変なことばかりではありません。“やるとき
はやる。遊ぶときは遊ぶ”といった感じで、メ
リハリをつけ、みんなで楽しく活動しています。
　やり終えた後の達成感も格別。この委員会で
しか体験できないことがたくさんあるので、一
人でも多くの実行委員と活動を共にしていきた
いですね。

●スタッフからひと言

　「昨年のオープンキャンパスではパンフ
レットを配布したり、学内を案内したりしま
した。私のかけた言葉で、来校した高校生た
ちの不安や緊張感が少しでもほぐれて、笑顔
を見せてくれたときはうれしかった。今年も
ぜひ多くの学生に参加してほしいです！」

経営学部経営学科2年 幸元紫世羅さん

●スタッフの仕事内容
　 学内見学ツアー担当、受付、案内係、会場設営準備など
　※ 各キャンパスとも事前研修を実施します。

●問い合わせ：入試センター窓口
　【品川】6号館地下1階ドトール向かい
　【熊谷】1号館（ゲートプラザ）1階

熊谷キャンパスの大学祭スタッフ

国際交流外国人留
学生と学内外で
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祭 実 行 委 員 会

　例年11月に熊谷キャンパスで開催される大学祭・星霜祭の企画、
準備、運営を担当しています。夏期休暇中や星霜祭の前には合宿も
実施。星霜祭が参加者、来場者、そして実行委員にとって、より良
いものとなるよう活動しています。

私
たちは

　品川で、熊谷で、新しい1年が始まったね。でも、うらうらとした陽気のなか、のほほんと過ごしていると、あっという間に夏になっ
ちゃうゾ。それは「ヤバい」と青ざめるキミ、「何とかしなきゃ」と焦るあなた、部活やサークルのほかにもキャンパスライフを充
実させる良い方法があるよ。この面と15面では、キャンパスを盛り上げる団体を紹介。自分に合った団体で、自分も盛り上がろう。

みんなで盛り上げよう！
を

大学祭 オープンキャンパス 国際交流

未来の後輩に母校の魅力をアピール

オープンキャンパス

新規
メンバー
 募集中！

学生記者、モデル、投稿原稿など学生の皆さんの参加をお待ちしています。
品川キャンパス 8 号館 2 階の政策広報課に直接来室するか、こちらにメールをしてください。 E-mail pln@ris.ac.jp
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